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★
退
職
者
交
流
会
模
様

 

〈
愛
媛
〉

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
主
催
に
よ
る
平
成
29
年

度
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
退
職
者
交
流
会
が
２
月

28
日
㈬
い
よ
て
つ
高
島
屋
９
Ｆ
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
愛
媛
県
在
住
の
１
２
０
数
名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
伊
藤
愛
媛
支
店
長
を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
各
社
の
代
表
者
20
数
名
の
総
勢
１
４
０
数
名

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
四
国
事
業
本
部
長
兼
務
の
伊
藤

支
店
長
よ
り
、『
退
職
者
の
皆
様
と
共
に
歩
む
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
』
と
題
し
、
最
初
に
平
成
29
年

７
月
に
着
任
さ
れ
た
伊
藤
支
店
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

説
明
が
あ
り
、
続
い
て
平
成
29
年
度
の
事
業
動
向
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
愛
媛
県
・
松
山
市
と
連
携
し
た

「
雇
用
の
創
出
と
人

材
育
成
」「
子
育
て

支
援
」「
地
域
防
災
」

の
連
携
内
容
や
西
日

本
で
初
め
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ

愛
媛
支
店
敷
地
内

（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

プ
ラ
ザ
を
リ
フ
ォ
ー

ム
）
に
設
立
し
た
企

業
内
保
育
園

〈
名
称
：
ゆ
め

み
い
よ
保
育
園

注
〉
の
内
容
等

に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
最
後
に

四
国
事
業
本
部

の
平
成
29
年
度

営
業
利
益
が
昨

年
の
10
億
円
の

黒
字
に
続
き
今
年
度
も
20
億
円
の
利
益
達
成
見
込
み

で
あ
る
等
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
の
発
展
及
び
電
友
会
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
宇
和
島
市
の
立
花
武
博
さ
ん
と
松

山
市
の
矢
野
昭
和
さ
ん
へ
愛
媛
支
店
長
表
彰
と
し
て

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
頂
き
懇
親
会
に
入
り

ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
ス
タ
ー
ト
は
小
田
愛
媛
電
友
会
会
長
に

よ
り
退
職
者
交
流
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
謝
辞
等
を

述
べ
ら
れ
乾
杯
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
昨
年
に
増
し
て
豪
華
に
な
っ
た
お
料
理

の
せ
い
か
各
テ
ー
ブ
ル
毎
に
１
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
あ
っ
た
り
旧
交
を
温
め
た
り
し
て
会
話
が
弾
み
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
幹
部
の
方
々
と
も
情
報
交
換
を
行
っ
た
り

し
て
大
変
盛
り
上
が
り
、
お
酒
が
間
に
合
わ
な
い
く

ら
い
大
変
有
意
義
な
交
流
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
愛
媛
退
職
者
の
会
の
尾
崎
会
長
に
よ
る
中

締
め
に
よ
り
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

退
職
者
交
流
会
開
催
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
愛
媛
支

店
の
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
愛
媛
支
店
主

催
の
Ｏ
Ｂ
交
流
会
模
様
の
報
告
と
し
ま
す
。

 

（
注
）
ゆ
め
み
い
よ
保
育
園
の
名
称
に
つ
い
て

　

ゆ
め
み
い
よ
保
育
園
の
名
称
は
「
夢
を
見
て
ほ
し

い
＋
伊
予
・
・
愛
媛
（
伊
予
の
国
）
で
夢
見
る
子
供

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
」
か
ら
命
名

 

〈
高
知
〉

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

☆
電
友
会
幹
事
の
お
二
人
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
感
謝
状

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支
店
と
Ｏ
Ｂ
の
交
流
会
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
退
職
者
交
流
会
in
高
知
」
が
、
２
月

26
日
㈪
高
知
市
の
三
翠
園
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
席
で
、

長
年
に
わ
た
り

電
友
会
役
員
と

し
て
活
躍
し
電

信
電
話
事
業
の

発
展
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
高

知
電
友
会
幹
事

の
北
村
恵
美
さ

ん
（
高
知
市
）

と
同
幹
事
の
碇

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

《事業動向を説明する伊藤支店長》

《表彰された矢野さん（左）立花さん（右）》

《山神支店長（左）北村さん（中央）碇さん（右）》
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伸
之
さ
ん
（
高
知
市
）
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
知
支
店
山
神
支
店
長

か
ら
記
念
品
と
共
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
、
平
成
16
年
に
高
知
電
友
会
の
幹
事

に
就
任
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
電
友
会
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
及
び
地
域
の
方
々
と
の
橋
渡
し
役

と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
の
長
年
の
活
動
に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
交
流
会
は
退
職
者
87
名
は
じ
め
97
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
山
神
支
店
長
か
ら
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
動
向

等
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
後
、
昼
食
を

兼
ね
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
知
電
友
会
井
上
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ

た
約
２
時
間
の
交
流
会
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
Ｏ
Ｂ
仲
間
の
溢
れ
る
笑
顔
と
元
気
な
話
し
声
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
國
弘
会
長
の
中
締
め
の
乾
杯
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
是
非
来
年
は
参

加
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
幹
事　

松
丸
純
二　

記
）

 

〈
香
川
〉

　

○
開 

催 

日
：
３
月
28
日
㈬

　
　

場　
　

所
：
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

　
　

参
加
人
数
：
１
０
０
数
名

　
　

受 

賞 

者
：
二
川
俊
昭　

朝
倉
直
次

 

〈
徳
島
〉

　

○
開 

催 

日
：
３
月
27
日
㈫

　
　

場　
　

所
：
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

　
　

参
加
人
数
：
60
数
名

　
　

受 

賞 

者
：
森
住　

斉　

藤
本
邦
彦

★
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
グ
ル
ー
プ
会
社
の
紹
介

　

一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
果
た
し

　

変
化
（
進
化
）
し
続
け
る
こ
と
で

　

期
待
に
応
え
る
、
愛
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
へ

《
会
社
概
要
》

◦
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ア
セ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

◦
所
在
地　

大
阪
市
中
央
区
今
橋
二
丁
目
五
番
八
号

　
　
　
　
　

ト
レ
ー
ド
ピ
ア
淀
屋
橋
ビ
ル

◦
設
立　
　

平
成
元
年
１
月
11
日

◦
資
本
金　

１
億
１
千
万
円

◦
従
業
員
数　

約
３
０
０
名

《
四
国
支
店
概
要
》

◦
所
在
地

　

四
国
支
店

　
　

松
山
市
一
番
町
四
丁
目
二
番
地

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
ビ
ル
一
棟
一
階

　
　
　

※
平
成
30
年
３
月
か
ら
移
転
し
て
い
ま
す
。

　

香
川
営
業
所

　
　

高
松
市
番
町
二
丁
目
一
番
一
号

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
番
町
ビ
ル
新
棟
一
階

　
　

山
越
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

　
　

松
山
市
山
越
三
丁
目
一

　
　

五
番
四
五
号

◦
支
店
長　

松
岡　

和
宏

◦
従
業
員
数　

26
名

《
は
じ
め
に
》

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ア
セ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、

昨
年
、
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
諸

先
輩
方
が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
功
績
に
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
10
年
に
向
け
て
さ
ら

に
「
良
い
会
社
」
に
す
る
た
め
、「
何
で
も
言
い
合

え
る
、
生
き
生
き
と
し
た
会
社
」
を
め
ざ
し
、
何
事

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
７
月
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ
エ

社
の
不
動
産
企
画
部
門
と
統
合
し
て
、
中
期
不
動
産

戦
略
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
総
合
不
動
産
会
社
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

不
動
産
事
業
の
業
績
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル

ー
プ
内
で
の
期
待
が
高
ま
る
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て 《松岡支店長》
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平
成
30
年
度
「
売
上
高
２
０
０
億
円
、
営
業
利
益
率

10
％
以
上
」
を
目
指
す
年
と
な
り
ま
す
。

　

と
て
も
高
い
目
標
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

全
社
員
が
一
丸
と
な
り
「
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
絞

り
、
変
化
（
進
化
）
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
自
ら
が

変
化
（
進
化
）
す
る
こ
と
で
、
周
り
も
良
い
刺
激
を

受
け
変
化
（
進
化
）
し
て
い
く
」
こ
と
を
常
に
意
識

し
て
「
期
待
に
応
え
る
Ａ
Ｐ
」「
愛
さ
れ
る
Ａ
Ｐ
」

と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

四
国
支
店
で
は
、
今
後
、
四
国
内
の
主
要
都
市
に

あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
ビ
ル
の
利
活
用
開
発
を
加
速
し

て
い
く
な
か
で
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
英
知
と
パ
ワ

ー
を
結
集
す
る
こ
と
で
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
皆

様
や
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
品
質
や
安
全
の
確
保
は
お
客
様
や
社
会
か

ら
の
信
用
・
信
頼
の
礎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
物
建

設
中
の
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
基
本
動
作
の
徹

底
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
た
注
意
喚
起
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
事
業
紹
介
》

◆
不
動
産
事
業

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
所
有
す
る
不
動
産
の
有
効
利

活
用
を
行
い
、
コ
ン
ビ
ニ
、
テ
ナ
ン
ト
事
務
所
、
駐

車
場
等
と
し
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
物
件
の

提
供
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
不
動
産
物
件
の
仲
介
等
を
中
心
に
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
所
有
す
る
ビ
ル
、
土
地

等
の
建
物
維
持
・
管
理
の
受
託
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運
営

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
運
営
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
練
習
場
に
は
、
大
勢
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の
方

に
ご
来
場
頂
き
、
事
業
運
営
へ
の
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

★
第
56
回
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
社
員
が
多
数
参
加

　

２
月
４
日
㈰
、
ス
タ
ー
ト
の
10
時
時
点
で
１
℃
と

い
う
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
例
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
社
員
が

多
数
参
加
し
て
お
り
、
今
年
も
１
万
人
余
り
の
ラ
ン

ナ
ー
と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ

ー
ト
前
に
支
店
ビ
ル
で
、
グ
ル
ー
プ
社
員
ラ
ン
ナ
ー

の
無
事
と
目
標
達
成
を
願
っ
て
激
励
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

走
る
姿
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
激
励
会
に
加
え
て
、
グ
ル
ー
プ
社
員
ラ
ン

ナ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
れ
ば
と
、
更
衣
室
、
待
機
場

所
を
支
店
ビ
ル
に
用
意
し
ス
ー
プ
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
冷
却
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
媛
支
店
は
県
庁
前
ス
タ
ー
ト
の
現
コ
ー

ス
に
変
更
さ
れ
る
よ
り
前
か
ら
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に
は

地
域
に
密
着
す
る
企
業
と
し
て
協
賛
し
て
お
り
、
今

大
会
に
も
大
会
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
賛
い
た
し
ま

し
た
。

　

愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
は
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
「
沿
道
の
素

晴
ら
し
い
声
援
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
励
ま
さ
れ

た
。」
と
の
声
が
あ
る
よ
う
に
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
と

し
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
定
着
し
て
い
ま
す
。

《スタートしたランナー》
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こ
れ
か
ら
も
愛
媛
、
松
山
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
に
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
社
員
ラ
ン
ナ
ー

は
、「
今
回
３
回
目
の
参
加
で
目
標
タ
イ
ム
３
時
間

30
分
を
切
る
３
時
間
25
分
で
ゴ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

練
習
通
り
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
走
る
こ
と
が
で
き
目
標

を
突
破
で
き
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
苦
手
な
の

で
、
克
服
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
満
足
の
大
会
で
し

た
。」（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト　

総
合
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
セ
ン
タ　

大
西　

卓
哉
さ
ん
）、「
初
の
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
。
昨
年
夏
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
開
始
し
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
２
回
走
り
、
４
時
間
突
破
を
め

ざ
し
て
走
り
ま
し
た
が
、
３
時
間
58
分
で
面
白
く
走

れ
ま
し
た
。や
れ
ば
で
き
る
。自
信
に
な
り
ま
し
た
。」

☆
各
県
電
友
会
総
会
の
ご
案
内

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
「
使
用
済
み
携
帯
電
話
の
回
収
」
へ
の
お

願
い

－

各
県
の
電
友
会
総
会
へ
参
加
の
方
は
是
非
持
参
願

い
ま
す

－

　

会
報
１
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
は
、
使
用
済
み
携
帯
電
話
を
回
収
し
、
２

０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

入
賞
メ
ダ
ル
を
製
作
す
る
「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く

る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
業
協

力
者
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組

織
委
員
会
で
、
環
境
省
、
東
京
都
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

（
携
帯
電
話
の
回
収
）、日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー（
小

型
家
電
の
回
収
）
が
共
催
し
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
が
担
当
し
て
い
る
使
用
済
み
携
帯
電
話
の
回

収
は
２
年
間
で
７
０
０
～
８
０
０
万
台
を
目
標
と
し

て
お
り
、
現
在
１
５
４
万
台
の
回
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
国
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
に
広
く
協
力
を
呼
び

か
け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
企
業
や
社
員

へ
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
チ
ー
ム
Ｎ

Ｔ
Ｔ
」
と
し
て
、
電
友
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
是

非
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
四
国
事
業
本
部　

設
備
部　

横
田　

大
樹
さ
ん
）

と
、
各
々
成
果
や
課
題
を
発
見
で
き
た
愛
媛
マ
ラ
ソ

ン
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

開 催 日 場　　　　　所

高 知 電 友 会
５月16日㈬
　　午後３時～

高知商工会館

徳 島 電 友 会
５月22日㈫
　　午前11時～

阿波観光ホテル

香 川 電 友 会
５月23日㈬
　　午前10時～

レクザムホール
（香川県県民ホール）

愛 媛 電 友 会
５月30日㈬
　　午前10時～

ひめぎんホール
（愛媛県県民文化会館）

お
知
ら
せ

《NTTグループの出場選手たち》
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⒈　

回
収
期
間　

２
０
１
７
年
４
月
～
２
０
１
９
年

春
頃
ま
で

⒉　

回
収
品
目　

使
用
済
み
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
注
） 

他
社
の
携
帯
電
話
も
回
収

対
象
、
上
記
以
外
の
小
型
家
電
は

回
収
対
象
外

⒊　

回
収
方
法　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
店
頭
へ
の
持
参

　
　
　
　
　
　
　

各
県
の
電
友
会
総
会
に
参
加
さ
れ

る
方
は
持
参
願
い
ま
す
。

⒋　

そ
の
他　
　

回
収
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は

「
感
謝
カ
ー
ド
」が
進
呈
さ
れ
ま
す
。

正会員入会者は以下のとおり
青 　 木 　 敬 　 三 NTTフィールドテクノ高知 H26. 3 高 知 市
青 　 木 　 英 　 和 NTTフィールドテクノ高知 H29. 3 香 南 市
一 　 圓 　 史 　 朗 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 香 美 市
井 　 元 　 敏 　 博 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 土 佐 市
小 　 川 　 　 　 渡 NTTフィールドテクノ高知 H27. 3 高 知 市
小 　 野 　 修 　 一 NTTフィールドテクノ高知　土佐中村FSC H30. 3 四 万 十 市
形 　 岡 　 弘 　 俊 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 高 知 市
北 　 岡 　 範 　 道 高知BBCC H22. 3 高 知 市
久 保 田 　 光 　 則 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 高 知 市
栗 　 田 　 和 　 志 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 い の 町
田 　 中 　 　 　 尚 ドコモCS四国　高知 H29. 3 高 知 市
田 　 村 　 吉 　 和 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 高 知 市
中 　 村 　 武 　 夫 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 香 南 市
西 　 村 　 幸 　 則 NTTビジネスソリューションズ愛媛 H29. 3 い の 町
西 　 森 　 建 　 男 NTTマーケティングアクト高知 H29. 3 仁 淀 川 町
野 　 口 　 一 　 徳 NTTビジネスソリューションズ高知 H29. 3 香 美 市
野 　 島 　 宏 　 俊 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 高 知 市
濱 　 﨑 　 正 　 博 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 高 知 市
福 　 岡 　 あ ゆ み NTTビジネスソリューションズ高知 H27. 6 香 美 市
溝 　 渕 　 信 　 広 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 い の 町
百 　 田 　 和 　 昭 NTTマーケティングアクト高知 H30. 3 香 南 市
安 　 井 　 良 　 一 NTTビジネスソリューションズ高知 H30. 3 土 佐 市
安 　 田 　 公 　 男 NTTフィールドテクノ高知　土佐中村FSC H30. 3 四 万 十 市
山 　 﨑 　 博 　 司 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 香 美 市
横 　 山 　 裕 　 生 NTTフィールドテクノ高知 H30. 3 高 知 市
吉 　 本 　 満 喜 雄 NTTフィールドテクノ高知 H30. 2 高 知 市
渡 　 邊 　 賢 　 二 NTTフィールドテクノ高知 H.29. 3 高 知 市

◦◦◦新入会員紹介◦◦◦
（平成29年4月1日～平成30年3月31日受付分）【高知県支部】ご入会を心から歓迎いたします。

新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数１８名 ９名
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正会員入会者は以下のとおり
氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月 住　　　所

阿 　 佐 　 政 　 博 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
石 　 崎 　 達 　 治 ＮＴＴ西日本高知支店 H.29. 6 松 　 山 　 市
和 　 泉 　 ヤ ヨ イ ＮＴＴ西日本愛媛支店 H.12.12 松 　 山 　 市
今 　 村 　 祐 　 一 ＮＴＴビジネスソリューションズ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
上 　 野 　 茂 　 勝 ＮＴＴビジネスソリューションズ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
上 　 村 　 一 　 朗 ドコモＣＳ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
大 　 西 　 　 　 晃 ＮＴＴインフラネット H.24. 3 松 　 山 　 市
大 　 森 　 英 　 夫 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.29.12 松 　 山 　 市
大 　 森 　 瑞 　 恵 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
鴨 　 川 　 倭 久 子 今治支店 H. 7. 3 今 　 治 　 市
川 　 岸 　 広 　 明 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
岸 　 本 　 洋 　 子 ＮＴＴ松山病院 S.47. 1 松 　 山 　 市
楠 　 野 　 哲 　 也 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.30. 1 松 　 山 　 市
源 　 田 　 宗 　 雄 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
小 　 池 　 康 　 子 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.12.12 松 　 山 　 市
河 　 野 　 和 　 男 ＮＴＴビジネスソリューションズ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
小 　 松 　 義 　 昌 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
近 　 藤 　 恭 　 平 ＮＴＴ西日本ー四国 H.24. 6 新 居 浜 市
笹 　 岡 　 政 　 文 ＮＴＴビジネスソリューションズ四国 H.29. 3 松 　 山 　 市
篠 　 原 　 葉 　 子 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
清 　 水 　 毅 　 志 ＮＴＴビジネスアソシエ H.29. 4 松 　 山 　 市
白 　 石 　 博 　 之 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
新 　 開 　 和 　 彦 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
杉 　 野 　 節 　 子 会員家族 松 　 山 　 市
高 　 畑 　 英 　 外 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
武 　 智 　 貴 代 美 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.29. 3 松 　 山 　 市
武 　 智 　 省 　 吾 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 東 　 温 　 市
多 　 田 　 秀 　 信 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
永 　 野 　 和 　 広 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
中 　 平 　 　 　 修 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
中 　 平 　 公 　 二 ドコモＣＳ四国 松 　 山 　 市
中 　 矢 　 耕 　 治 新宿ネットワークセンター H. 9.10 松 　 山 　 市
中 　 矢 　 百 合 子 テルウェル西日本四国支店 H.18. 3 松 　 山 　 市
並 　 川 　 昭 　 博 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.27. 3 松 　 山 　 市
西 　 岡 　 博 　 則 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.29. 3 松 　 前 　 町
原 　 　 　 信 　 一 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.29. 6 松 　 山 　 市
宮 　 脇 　 景 　 子 松山電話局 S.63. 5 松 　 山 　 市
村 　 上 　 文 　 治 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.29. 3 西 　 条 　 市
八 　 木 　 和 　 之 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
矢 　 野 　 一 　 雄 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.29.12 東 　 温 　 市
山 　 内 　 浩 　 二 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.30. 3 東 　 温 　 市
山 　 本 　 　 　 峻 ＮＴＴ阿波池田支店 H.10. 3 松 　 野 　 町
吉 　 野 　 正 　 義 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
若 　 江 　 邦 　 彦 ＮＴＴマーケティングアクト四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
和 　 田 　 惠 　 充 ＮＴＴビジネスアソシエ四国 H.30. 3 松 　 山 　 市
渡 　 部 　 　 　 進 ＮＴＴフィールドテクノ四国 H.30. 3 東 　 温 　 市

【愛媛県支部】ご入会を心から歓迎いたします。 （平成29年4月1日～平成30年3月31日受付分）

新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数４６名 ３１名
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正会員入会者は以下のとおり
氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月  住　　　所

市 　 村 　 定 　 男 ＮＴＴフィールドテクノ香川 H.29. 3 丸 亀 市
岩 　 本 　 富 　 夫 ＮＴＴフィールドテクノ香川 H.30. 3 三 豊 市
永 　 尾 　 　 　 寛 ＮＴＴネオメイト香川 H.20. 3 高 松 市
中 　 山 　 善 　 幸 ＮＴＴフィールドテクノ香川 H.30. 3 丸 亀 市
水 　 早 　 哲 　 二 ＮＴＴビジネスソリューション香川 H.28. 3 丸 亀 市
宮 　 崎 　 靖 　 人 ＮＴＴフィールドテクノ香川 H.29. 3 高 松 市
宮 　 武 　 　 　 修 ＮＴＴビジネスソリューション香川 H.30. 3 丸 亀 市
森 　 川 　 朋 　 之 ＮＴＴファイナンス H.28.12 高 松 市
山 　 下 　 雅 　 歳 ＮＴＴフィールドテクノ香川 H.28. 3 高 松 市
山 　 地 　 辰 　 雄 ＮＴＴフィールドテクノ香川 H.30. 3 高 松 市

正会員入会者は以下のとおり
氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月 住　　　所

池 　 田 　 美 恵 子 NTTフィールドテクノ徳島 H.28. 3 阿 　 波 　 市
井 　 筒 　 弘 　 江 会員家族 徳 　 島 　 市
井 　 上 　 寛 　 子 阿波池田電報電話局 H.13. 3 美 　 馬 　 市
岩 　 浅 　 嘉 　 美 NTTマーケティングアクト徳島加入権センタ H.30. 3 藍 　 住 　 町
大 　 田 　 育 　 之 NTTビジネスソリューションズ徳島 H.30. 3 徳 　 島 　 市
大 　 塚 　 慶 　 子 NTTビジネスソリューションズ徳島 H.29. 3 徳 　 島 　 市
大 　 村 　 美 代 子 NTTマーケティングアクト徳島加入権センタ H.24. 3 吉 野 川 市
岡 　 　 　 民 　 子 NTT徳島支店 H. 6. 3 徳 　 島 　 市
小 　 笠 　 悠 　 子 NTT徳島支店 H. 7. 3 徳 　 島 　 市
岡 　 島 　 一 　 男 NTTマーケティングアクト東京１１６センタ H.28. 3 徳 　 島 　 市
越 久 田 　 直 　 己 NTTフィールドテクノ徳島 H.26. 3 徳 　 島 　 市
川 　 端 　 正 　 治 NTTフィールドテクノ徳島 H.30. 3 山 　 川 　 町
木 　 内 　 美 枝 子 阿南電報電話局 H. 6. 3 徳 　 島 　 市
郡 　 　 　 順 　 子 NTTマーケティングアクト東四国１１６センタ H.26. 3 吉 野 川 市
佐 　 藤 　 　 　 明 NTT徳島支店 H.13. 3 徳 　 島 　 市
高 　 木 　 英 　 昭 NTTフィールドテクノ徳島 H.27. 3 阿 　 南 　 市
高 　 橋 　 国 　 夫 NTTファシリティーズ関西徳島支店 H.25. 3 神 　 山 　 町
竹 　 内 　 一 　 郎 徳島事業部四国１１３お客様センタ H.22. 3 徳 　 島 　 市
只 　 安 　 君 　 代 NTT徳島支店 H. 4. 5 石 　 井 　 町
豊 　 成 　 治 　 樹 NTTフィールドテクノ徳島 H.30. 3 松 　 茂 　 町
仁 　 尾 　 　 　 啓 NTTフィールドテクノ徳島 H.26. 3 池 　 田 　 町
西 　 田 　 和 　 夫 NTTフィールドテクノ徳島 H.30. 3 那 　 賀 　 町
林 　 　 　 憲 　 治 NTT－ME徳島 H.14. 3 徳 　 島 　 市
藤 　 田 　 芳 　 夫 NTTビジネスアソシエ徳島 H.30. 3 藍 　 住 　 町
松 　 田 　 ゆ う 子 NTT徳島支店 H.22. 3 東 み よ し 町
三 　 好 　 美 智 恵 NTT徳島支店 H.10 3 吉 野 川 市
柳 　 川 　 昌 　 弘 NTTフィールドテクノ徳島 H.30. 3 小 松 島 市
山 　 川 　 洋 　 子 鳴門営業所 H. 7. 3 鳴 　 門 　 市
山 　 田 　 裕 　 俊 NTTビジネスソリューションズ徳島 H.30. 3 藍 　 住 　 町
吉 　 田 　 正 　 治 NTT東日本　東京北　営業サービス部 H.21. 6 徳 　 島 　 市
割 　 石 　 久 　 雄 NTTホームテクノ四国 H.21.12 阿 　 波 　 市

（平成29年4月1日～平成30年3月31日受付分）【香川県支部】ご入会を心から歓迎いたします。
①正会員入会数 ②無料会員入会数１０名 １３名

（平成29年4月1日～平成30年3月31日受付分）【徳島県支部】ご入会を心から歓迎いたします。
新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数３１名 ２８名

新入会員
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愛
媛
愛
媛

☆
地
域
交
流
会
開
催
模
様

　

平
成
18
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
東
予
・
南
予
の
６

エ
リ
ア
の
会
員
を
対
象
に
、
会
員
間
の
親
睦
と
交
流

を
図
る
と
と
も
に
電
友
会
事
業
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
活
動

の
情
報
共
有
を
図
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

地
域
交
流
会
模
様
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

今
年
の
交
流
会
へ
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ

四
国
事
業
本
部
の
幹
部
の
方
々
（
企
画
部
長
、
ア
ラ

支
部
だ
よ
り

《今治・伯方交流会模様》

＜香川電友会＞

ページ 氏　　　　　　名 変　更　項　目 変　更　後　の　内　容

59 小　野　　　逸 携帯電話番号 090-8690-8566

60 喜　多　健之進 携帯電話番号 080-2991-3678

61 木　村　千恵子 携帯電話番号 090-4339-3306

62 小　林　一　隆 携帯電話番号 090-9771-3246

62 坂　本　雅　彦 携帯電話番号 090-5144-4542

62 佐々木　正　則 携帯電話番号 090-4783-2190

63 柴　野　　　繁 携帯電話番号 090-4785-4480

65 椿　　　武　義 携帯電話番号 090-1007-1894

66 中　打　正　雄 携帯電話番号 090-5911-5721

66 永　尾　　　寛 携帯電話番号 090-4507-0190

67 長谷川　　　徹 携帯電話番号 090-6881-5934

71 村　上　安　正 携帯電話番号 090-5146-7540

72 山　下　文　代 携帯電話番号 090-2780-3035

72 横　井　博　文 携帯電話番号 090-5278-9288

72 横　山　一　夫 携帯電話番号 090-1572-2044

73 若　松　弘　子 携帯電話番号 080-3169-1303

76 濱　口　武　久 携帯電話番号 090-1005-2845

77 小　川　正　康 携帯電話番号 090-2788-2631

77 曽　川　博　行 携帯電話番号 090-1001-1667

78 土　井　武　義 携帯電話番号 090-8698-9506

79 松　浦　省　己 携帯電話番号 080-2981-6982

80 安　藤　公　一 携帯電話番号 090-2785-6182

81 三　田　良　子 携帯電話番号 090-7149-1073

83 尾　崎　利　男 携帯電話番号 090-3189-5877

85 石　川　光　一 携帯電話番号 080-1997-5678

86 篠　原　靖　彦 携帯電話番号 090-7149-8533

87 豊　本　隆　光 携帯電話番号 090-8694-2468

｢携帯電話番号の訂正情報」【平成２９年度版会員名簿】
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イ
ア
ン
ス
営
業

部
長
、
総
務
部

長
、
総
務
部
門

長
）
及
び
エ
リ

ア
の
営
業
支
店

長
様
の
参
加
を

頂
き
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

事
業
の
取
り
組

み
と
し
て
ⅰ
．

ビ
ジ
ネ
ス
市
場

で
の
収
益
拡

大
、
ⅱ
．
光
サ

ー
ビ
ス
の
収
益
拡
大
、
ⅲ
．
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

の
３
つ
を
事
業
の
柱
に
し
、
四
国
事
業
本
部
と
し
て

平
成
29
年
度
も
昨
年
の
10
億
円
の
黒
字
に
続
き
20
億

円
の
黒
字
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
旨
の
お
話
を
中
心

に
説
明
さ
れ
、
こ
の
黒
字
化
達
成
に
は
Ｏ
Ｂ
各
位
の

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
も
あ
り
、
今
後

も
こ
れ
ま
で
同
様
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
媛
電
友
会
か
ら
は
、
①
会
員
拡
大
の
お
願
い
と

し
て
ご
近
所
の
未
加
入
会
員
へ
の
入
会
勧
奨
、
②
平

成
30
年
度
か
ら
無
料
会
員
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

③
会
員
の
健
康
施
策
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
で
の

人
間
ド
ッ
ク
の
割
引
の
お
知
ら
せ
、
④
日
本
カ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
様
か
ら
の
ご
協
力
を
頂
き
会
員
の
リ

ー
ス
代
金
の
割
引
に
つ
い
て
、
⑤
エ
リ
ア
内
で
の
サ

ー
ク
ル
活
動
の
掘
り
起
こ
し
、
⑥
毎
年
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
へ
の
協
力
施
策
と
し
て
行
っ
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
⑦
使
用
済
み
携
帯
電
話
の
回
収
等

を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
お
酒
等
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
幹
部
や
営
業
支
店
長
と

も
会
話
が
弾
み
、
ま
た
会
員
相
互
で
は
お
互
い
の
健

康
状
況
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
近
況
を
報
告
し
あ

っ
た
り
し
て
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
会
話
が
盛
り
上

が
り
、
次
年
度
開
催
で
の
再
会
を
約
束
し
な
が
ら
帰

路
に
就
か
れ
ま
し
た
。

　

6
エ
リ
ア
の
参
加
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

エ　リ　ア 開　催　日 参加者数 事務局からの参加

今 治 ・ 伯 方 平成29年12月６日㈭ 22名 岩浅部門長
中平営業支店長

小田会長
井ノ口副会長

宇 和 島 ・ 御 荘 平成30年２月４日㈯ 18名 石井総務部長
塩見営業課長

小田会長
長井副会長

壬 生 川 平成30年２月20日㈫ 10名 西川企画部長
中平営業支店長

依光副会長
柳原事務局長

新 居 浜 ・ 四 国 中 央 平成30年２月27日㈫ 24名 岩浅部門長
武田営業支店長

長井副会長
木田事務局長

大 洲・ 八 幡 浜・ 宇 和 平成30年３月９日㈮ 28名 西本営業部長
緒賀営業支店長

依光副会長
柳原事務局長

西 条 平成29年３月16日㈮ 18名 岩浅部門長
武田営業支店長

井ノ口副会長
木田事務局長

＜別表＞

《壬生川交流会模様》

《大洲・八幡浜・宇和交流会模様》
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☆
山
陰 

蟹
食
べ
放
題
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

―
「
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・
甘
海
老
・
鯵
食
べ
放

題
」「
日
本
庭
園
”
由
志
園
”
鑑
賞
」
の
旅
―

　

愛
媛
電
友
会
は
念
願
で
あ
っ
た
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア

ー
を
実
施
し
ま
た
。

　

愛
媛
電
友
会
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
エ
リ

ア
的
に
東
・
中
・
南
予
と
広
域
で
あ
る
た
め
、
全
エ

リ
ア
の
会
員
を
対
象
に
し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
は
実
施

で
き
な
い
の
で
、
各
エ
リ
ア
毎
で
実
施
す
る
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
中
予
エ
リ
ア
か

ら
30
名
を
超
え
る
希
望
者
が
あ
っ
た
の
で
、
初
め
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
は
参
加
人

数
14
名
（
男
性
９
名
、
女
性
５
名
）
で
３
月
５
日
㈪

に
『
山
陰
・
境
港
で
食
す
“
蟹
・
甘
海
老
・
鰺
食
べ

放
題
と
日
本
庭

園
「
由
志
園
」

観
賞
』
の
コ
ー

ス
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
誰

が
雨
男
か
し
り

ま
せ
ん
が
生
憎

の
雨
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
加

者
全
員
が
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
コ
ー
ス
内
容
は
、
午
前
７
時
に
松
山
を

出
発
し
、
し
ま
な
み
海
道
・
や
ま
な
み
街
道
を
経
て

境
港
に
12
時
前
に
到
着
、
そ
こ
で
蟹
・
甘
海
老
・
鰺

の
食
べ
放
題
で
の
昼
食
と
な
り
、
蟹
を
食
べ
始
め
る

や
会
話
も
無
く
な
り
只
ひ
た
す
ら
に
食
し
、
大
変
満

足
し
ま
し
た
。

　

食
後
は
。
近
く
の
お
魚
セ
ン
タ
ー
で
ノ
ド
グ
ロ
や

ハ
タ
ハ
タ
の
干
物
や
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
等
の
海
産
物
を

買
い
求
め
次
の
訪
問
地
で
あ
る
大
根
島
に
あ
る
出
雲

の
国
の
箱
庭
と
し
て
有
名
な
「
由
志
園
」
へ
行
き
ま

し
た
。

　

こ
の
由
志
園
は
一
年
中
牡
丹
の
花
が
咲
く
園
で
、

訪
問
し
た
折
に
は
華
道
家
の
假
屋
崎
省
吾
氏
に
よ
る

牡
丹
を
用
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ
優
雅
な
雰
囲
気
に

浸
り
ま
し
た
。

　

由
志
園
観
覧
を
終
え
帰
路
の
途
に
就
き
、
午
後
８

時
30
分
頃
に
松
山
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
を
降
り
る
際
に
は
「
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ツ

ア
ー
を
計
画
し
て
下
さ
い
ね
」
と
か
「
雨
だ
っ
た
け

ど
楽
し
い
一
日
で
し
た
よ
」
等
を
仰
っ
て
頂
き
、「
日

帰
り
ツ
ア
ー
を
し
て
良
か
っ
た
」と
実
感
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
平
成
30
年
度　

親
睦
旅
行
に
つ
い
て

　
　

－

九
州
唐
津
の
旅

－

　

平
成
30
年
度
の
親
睦
旅
行
は
、「
唐
津
く
ん
ち
」

や
「
唐
津
焼
」、「
呼
子
の
イ
カ
」、
日
本
三
大
朝
市

の
一
つ
の
「
呼
子
の
朝
市
」、
日
本
三
大
松
原
の
一

つ
で
あ
る
「
虹
の
松
原
」、
高
額
宝
く
じ
が
参
拝
す

る
こ
と
で
当
た
る
と
わ
れ
て
い
る
「
宝
当
神
社
」、

玄
界
灘
の
荒
波
に
浸
食
さ
れ
出
来
た
７
つ
の
海
蝕
洞

の
あ
る「
七
ッ
釜
」や
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
宗

像
大
社
」
な
ど
を
巡
る
１
泊
２
日
の
旅
を
計
画
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
申
込
に

つ
い
て
は
７
月
の
会
報
配
布

に
併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

《楽しく食べ放題》

《満開のボタン》
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徳
島
徳
島

☆
第
４
回
趣
味
の
作
品
展
盛
大
に
開
催
！

　

徳
島
電
友
会
で
は
、
３
月
９
日
㈮
か
ら
11
日
㈰
ま

で
の
３
日
間
、
第
４
回
「
趣
味
の
作
品
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
場
所
は
「
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」（
徳
島

市
藍
場
浜
２
丁
目
）
の
３
階
Ｂ
展
示
室
で
す
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
平
成
24
年
３
月
に
徳
島
電
友
会

創
立
50
周
年
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
開
催
し
今

回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
２
年
毎
に
開
催

予
定
で
す
の
で
、
会
員
は
勿
論
家
族
も
含
め
作
品
の

出
展
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

出
展
資
格
は
、
電
友
会
の
会
員
と
そ
の
家
族
、
徳

島
県
在
住
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

各
社
の
退
職

者
、
社
員
及
び

家
族
で
す
。
今

回
の
出
展
者
数

は
、１
０
７
名
、

出
展
作
品
は
、

洋
画
・
日
本
画
・

書
道
・
写
真
・

詩
歌
・
工
芸
・

手
芸
・
盆
栽
等

全
部
で
２
３
５

点
余
り
の
力
作

ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　

な
お
、
今
回

藤
本
徳
島
支
店

総
務
部
長
の
写

真
の
出
展
を
頂

く
と
と
も
に
、

裁
景
盆
栽
も
初

め
て
の
出
展
頂
き
ま
し
た
。
入
場
者
数
は
初
日
の
悪

天
候
に
も
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
例
年
に
近
い
約
４
０
０
名

弱
と
多
く
の
方
に
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

今
回
か
ら
、
６
サ
ー
ク
ル
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
活
動
状
況
、
役
員
紹
介
や
、
新
規
会
員
募

集
等
を
そ
れ
ぞ
れ
の
各
サ
ー
ク
ル
が
知
恵
を
絞
っ
て

Ｐ
Ｃ
や
模
造
紙

等
で
の
活
動
状

況
等
の
Ｐ
Ｒ
を

頂
き
ま
し
た
。

多
く
の
新
規
会

員
の
入
会
を
頂

き
更
な
る
親
睦

や
健
康
増
進
等

を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

☆
平
成
30
年
度
年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
年
会
費
２
、
５
０
０
円
（
期
間
：

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
）
の

納
入
に
つ
い
て
は
、
①
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
郵

便
局
の
口
座
振
替
、
②
従
来
ど
お
り
の
郵
便
局
の
振

込
通
知
書
に
よ
る
方
法
。
③
現
金
に
よ
る
総
会
参
加

時
や
電
友
会
事
務
局
で
の
納
入
の
３
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
郵
便
局
の
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
務
局
（
柳
原
：
０
８
９

－

９
３
６

－

２
０
２
３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
平
成
30
年
度
・
年
会
費
納
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

⑴　

郵
便
局
の
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
平
成
30
年
６
月
15
日
㈮
で
納
入
処
理
を
行

い
ま
す
。

⑵　

従
来
ど
お
り
の
振
替
通
知
書
及
び
現
金
で
納
入

さ
れ
る
方
は
６
月
30
日
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

徳島電友会

第４回趣味の作品展盛大に開催！

徳島電友会では、３月９日（金）から11日(日)までの３日間、第４回「趣味の作品展」を開

催しました。場所は「あわぎんホール」（徳島市藍場浜２丁目）の３階Ｂ展示室です。

この作品展は、平成24年３月に徳島電友会創立50周年の記念行事の一環として開催し今回

で４回目となります。今後も２年毎に開催予定ですので、会員は勿論家族も含め作品の出展を

お待ちしています。

出展資格は、電友会の会員とその家族、徳島県在住のＮＴＴグループ各社の退職者、社員及

び家族です。今回の出展者数は、107名、出展作品は、洋画・日本画・書道・写真・詩歌・工

芸・手芸・盆栽等全部で235点余りの力作ぞろいでした。

なお、今回藤本徳島支店総務部長の写真の出展を頂くとともに、裁景盆栽も初めての出展頂

きました。入場者数は初日の悪天候にも関わらずほぼ例年に近い約400名弱と多くの方にご来

場を頂きました。そして、今回から、６サークルとボランティアグループからの活動状況、役

員紹介や、新規会員募集等をそれぞれの各サークルが知恵を絞ってＰＣや模造紙等での活動状

況等のＰＲを頂きました。多くの新規会員の入会を頂き更なる親睦や健康増進等を図っていき

たいと思います。

力作揃い作品で埋め尽くされた会場では、久々に再会した会員らが懐かしそうに、あの人が

こんな趣味があるとは等語り合いながら鑑賞の中で、多くの方々から「素晴らしい」「凄い」

と一様に感心していました。

報道機関関連では、開催日前日に徳島新聞に「徳島電友会・ＮＴＴグループ趣味の作品展開

催！」の掲載記事と、１日目に読売新聞社から取材があり、工芸部門の「あわ踊り45人LED付」

作品に関心を示され、出展者の年齢、制作日数、サイズ、LED数等の取材と作品写真撮影、そし

て、折り紙の「折り鶴の木」の作品では、折り紙のサイズ、鶴の数、製作日数、苦労談等の質問

があり、工芸同様に作品写真撮影もありました。

又、前回に続き茶道サークル「なごみ会」からの着物美人による抹茶でのお・も・て・な・し

もあり、親睦交流の輪に華を添えて頂きました。

多くの出展者の皆さん、ご来場の皆さま、ご支援を頂きましたＮＴＴグループ各社さま、諸準

備を頂きましたスタッフの皆さま大変有難うございました。 （編集担当：楠本）

Ｈ２４ Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２９

出展者 128 117 98 107

出展作品数 266 214 210 235

来場者数 550 466 428 393

0

100

200

300

400

500

600

◆趣味の作品展状況

《案内看板》

《受付模様》
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高
知
高
知

☆
第
28
回「
地
球
33
番
地
記
念
式
典
」に
参
加

　

身
近
な
環
境
保
全
を

考
え
る
き
っ
か
け
に

と
、
今
年
も
「
地
球
33

番
地
記
念
式
典
」
が
、

さ
る
３
月
３
日
㈯
、
高

知
市
北
本
町
の
一
文
字

公
園
で
市
民
等
約
３
２

０
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

す
。

　

力
作
揃
い
作
品

で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
会
場
で
は
、

久
々
に
再
会
し
た

会
員
ら
が
懐
か
し

そ
う
に
、
あ
の
人

が
こ
ん
な
趣
味
が

あ
る
と
は
等
語
り

合
い
な
が
ら
鑑
賞

の
中
で
、
多
く
の

方
々
か
ら
「
素
晴
ら
し
い
」「
凄
い
」
と
一
様
に
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　

報
道
機
関
関
連
で
は
、
開
催
日
前
日
に
徳
島
新
聞

に
「
徳
島
電
友
会
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
趣
味
の
作
品

展
開
催
！
」
の
掲
載
記
事
と
、
１
日
目
に
読
売
新
聞

社
か
ら
取
材
が
あ
り
、
工
芸
部
門
の
「
あ
わ
踊
り
45

人
Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
」
作

品
に
関
心
を
示
さ

れ
、
出
展
者
の
年

齢
、
制
作
日
数
、

サ
イ
ズ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

数
等
の
取
材
と
作

品
写
真
撮
影
、
そ

し
て
、
折
り
紙
の

「
折
り
鶴
の
木
」

の
作
品
で
は
、
折
り
紙
の
サ
イ
ズ
、
鶴
の
数
、
製
作

日
数
、
苦
労
談
等
の
質
問
が
あ
り
、
工
芸
同
様
に
作

品
写
真
撮
影
も
あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
前
回
に
続
き
茶
道
サ
ー
ク
ル
「
な
ご
み
会
」

か
ら
の
着
物
美
人
に
よ
る
抹
茶
で
の
お
・
も
・
て
・
な
・

し
も
あ
り
、
親
睦
交
流
の
輪
に
華
を
添
え
て
頂
き
ま

し
た
。

　

多
く
の
出
展
者
の
皆
さ
ん
、
ご
来
場
の
皆
さ
ま
、

ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
さ

ま
、
諸
準
備
を
頂
き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
大

変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
編
集
担
当
：
楠
本
）

　

当
日
は
２
月
ま
で
の

寒
波
が
嘘
の
よ
う
な
気

温
17
℃
と
暖
か
い
好
天

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の

挨
拶
も
「
今
日
は
温
い

ね
え
」・
・
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ

Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン

バ
ー
14
名
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

高
知
支
店
等
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
関
係
者
と
と
も
に
お

馴
染
の
緑
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
集
合
。

　

午
前
10
時
よ
り
33
分
間
33
番
地
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

と
引
き
続
き
行
わ
れ
た
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
で
は
、
33
種
類
の
具
材
を
入
れ
た
「
33

（
さ
ん
さ
ん
）
鍋
」
が
振
舞
わ
れ
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
今
年
も
昭
和
小
学
校
、
江
陽
小

学
校
の
３
年
生
に
よ
る
環
境
標
語
が
各
ク
ラ
ス
毎
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

・
も
ど
そ
う
よ
　
昔
み
た
い
な
　
江
ノ
口
川

・
未
来
ま
で
　
支
え
続
け
よ
う
　
江
ノ
口
川

・
お
魚
が
　
大
す
き
に
な
る
　
江
ノ
口
川

・
守
ろ
う
よ
　
未
来
に
の
こ
る
　
き
れ
い
な
川

・
作
ろ
う
よ
　
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
　
光
る
川

・
い
つ
ま
で
も
　
き
れ
い
な
川
を
　
大
切
に

（
幹
事　

松
丸
純
二　

記
） 《清掃模様》

《ボランティア参加の皆さん》

《茶道サークル「お・も・て・な・し」》

《読売新聞掲載記事（H30.3.10）》
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東
寿

西

お 名 前 年齢 居 住 地 お 名 前 年齢 居 住 地
増 田 幸 晴 101 高 松 市 横　　綱 菊 池 一 男 100 松 山 市
橋 田 寛 一 100 南 国 市 横　　綱

宮 武 久 代 99 丸 亀 市 大　　関 山　地　ユキヱ 99 坂 出 市
藤　本　テルエ 99 高 松 市 大　　関

横　田 　冨美子 98 善 通 寺 市 関　　脇 六 車 美 一 98 広 島 県
松 本 行 重 97 松 山 市 小　　結 宇都宮　　　祝 96 三 木 町
小　野　芙美恵 96 丸 亀 市 小　　結

山 本 房 子 96 香 南 市 前頭筆頭 宮 崎 豊 子 96 四 国 中 央 市
永 井 　 弘 96 松 山 市 前　頭２ 小 田 清 見 96 三 豊 市
金 子 初 美 96 京 都 府 前　頭３ 竹 村 　 節 95 宿 毛 市
川 原 政 男 95 三 豊 市 前　頭４ 亀 田 常 雄 95 坂 出 市
北 田 忠 一 94 高 松 市 前　頭５ 伊 藤 国 美 94 松 山 市
大 野 文 雄 94 藍 住 町 前　頭６ 濱 田 英 雄 94 松 山 市
日 野 詮 季 94 砥 部 町 前　頭７ 田　内　千代子 94 南 国 市
宮　田　作兵衛 94 高 知 市 前　頭８ 合 田 　 始 94 松 山 市
奥 岡 敏 夫 94 松 山 市 前　頭９ 森 田 雪 乃 94 高 知 市
西 本 　 明 94 宇 和 島 市 前　頭10 片 山 　 哲 94 松 山 市
林 　 久 男 94 松 山 市 前　頭11 大 谷 光 雄 94 松 山 市
青　野　廣太郎 93 松 山 市 前　頭12 明 野 　 續 93 松 山 市
武 田 　 寿 93 松 山 市 前　頭13 岡 本 　 進 93 松 山 市
小 川 寅 雄 93 松 山 市 前　頭14 永 吉 孝 男 93 松 山 市
池 田 次 生 93 伊 予 市 前　頭15 岡 本 　 宏 93 松 山 市
上　野　博三郎 93 松 山 市 前　頭16 池 浦 博 美 93 高 松 市
清 水 健 市 93 高 松 市 前　頭17 地 行 祐 助 93 徳 島 市
中 川 政 則 93 阿 南 市 前　頭18 板 東 義 雄 93 徳 島 市
樽 家 圓 一 93 藍 住 町 前　頭19 福　田　貴美子 93 徳 島 市
岡 林 綾 美 93 い の 町 前　頭20 山 本 栄 吾 93 高 知 市
浜 窪 サ ワ 93 高 知 市 前　頭21 片　岡　三代恵 93 高 知 市
西　本　寿恵一 93 松 山 市 前　頭22 田 村 　 薫 93 松 山 市
本 田 　 實 93 松 山 市 前　頭23 加 藤 友 子 93 松 山 市
松　本　喜代一 93 西 条 市 前　頭24 隅 田 太 郎 93 横 浜 市
吉　村　きみ子 93 高 知 市 前　頭25 小 林 敏 子 93 高 知 市
田 中 長 憲 92 東 温 市 前　頭26 桑 原 啓 次 92 松 山 市
黒　河　寿美恵 92 松 山 市 前　頭27 高 橋 紫 朗 92 松 山 市
梅　崎　日出丸 92 松 山 市 前　頭28 吉　村　サヨ子 92 宇 和 島 市
重 川 邦 夫 92 松 山 市 前　頭29 香 河 喜 雄 92 松 山 市
六 車 文 明 92 高 松 市 前　頭30 斎　藤　キミエ 92 高 松 市
鈴 木 文 雄 92 高 松 市 前　頭31 小 島 安 弘 92 三 豊 市
中 原 義 隆 92 高 松 市 前　頭32 菅 　 　 清 一 92 高 松 市
片 岡 久 江 92 高 松 市 前　頭33 岡 本 保 次 92 小 豆 島 町
溝 渕 道 信 92 高 松 市 前　頭34 岡 本 正 男 92 石 井 町
村 田 花 子 92 高 知 市 前　頭35 浜 崎 信 雄 92 高 知 市
藤　川　喜美子 92 高 知 市 前　頭36 森 元 豊 子 92 高 知 市
川 村 静 枝 92 佐 川 町 前　頭37 濱 田 福 子 92 安 芸 市
中 内 富 三 92 高 知 市 前　頭38

長 寿 番 付

※大正１5年以前にお生まれの方を掲載させて頂きました。（平成30年３月31日現在）
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東
寿

西

お 名 前 年齢 居 住 地 お 名 前 年齢 居 住 地
泊 　 　 寛 92 松 山 市 十両筆頭 水 野 栄 二 92 松 山 市
松 浦 虎 雄 92 松 山 市 十　両２ 西 山 弘 敏 92 東 温 市
尾 崎 哲 明 92 松 山 市 十　両３ 森 　 　 繁 92 今 治 市
田　房　ヨシノ 92 さ ぬ き 市 十　両４ 岩 崎 　 勲 92 松 山 市
高 木 輝 夫 92 松 山 市 十　両５ 山 内 昌 孝 92 松 山 市
金 田 　 進 92 松 山 市 十　両６ 中　井　吉太郎 92 観 音 寺 市
杉　山　ヨシ子 92 高 松 市 十　両７ 上　原　トミ子 92 さ ぬ き 市
長 町 律 子 92 高 松 市 十　両８ 西 川 艶 子 92 高 松 市
大　西　登美子 92 高 松 市 十　両９ 森 本 政 一 92 徳 島 市
黒　部　滿喜子 92 徳 島 市 十　両10 浜 　 喜 忠 92 徳 島 市
池 本 　 晃 92 南 国 市 十　両11 小 川 　 秀 92 香 美 市
安 岡 伊 佐 92 高 知 市 十　両12 前 田 邦 雄 92 高 知 市
山　本　モモヱ 91 大 洲 市 十　両13 沖 見 　 章 91 松 前 町
坂　井　鬼子夫 91 大 洲 市 十　両14 宮 崎 忠 夫 91 松 山 市
正 岡 笑 子 91 新 居 浜 市 十　両15 井 出 憲 博 91 今 治 市
馬 木 重 美 91 松 山 市 十　両16 一　色　善太郎 91 松 山 市
有　田　アヤ子 91 松 山 市 十　両17 土 居 通 雄 91 宇 和 島 市
木 内 康 雄 91 松 山 市 十　両18 二 宮 愛 子 91 松 山 市
森 　 正 光 91 松 山 市 十　両19 和 田 　 與 91 松 山 市
西 原 次 郎 91 東 温 市 十　両20 梅 本 安 則 91 東 京 都
斎 藤 秀 雄 91 善 通 寺 市 十　両21 三 谷 春 子 91 多 度 津 町
鈴 木 富 子 91 高 松 市 十　両22 宮　武　キミコ 91 高 松 市
神 辺 光 雄 91 高 松 市 十　両23 中 　 　 勇 91 多 度 津 町
山 口 幸 子 91 高 松 市 十　両24 安 井 　 瑛 91 高 松 市
日 下 佳 季 91 徳 島 市 十　両25 仁 田 若 利 91 牟 岐 町
高　木　美知子 91 阿 南 市 十　両26 廣 田 廣 美 91 徳 島 市
雲 財 　 定 91 徳 島 市 十　両27 新 居 正 規 91 徳 島 市
岩 川 　 進 91 四 万 十 町 十　両28 福 原 　 亨 91 高 知 市
八井田　　　盈 91 高 知 市 十　両29 住 江 逸 勝 91 香 南 市

※大正１5年以前にお生まれの方を掲載させて頂きました。（平成30年３月31日現在）
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４　　　月 ５　　　月 ６　　　月 第２四半期

愛 　 媛

・サークル支援金交付
（4月中旬）

・会報182号郵送
　　（4/4 ～ 6）

・四国地方本部総会
（5/9）

・役員会（中旬）
・愛媛電友会総会

（5/30）

・年会費郵便振替
（ 6/15）

・年会費納入日
（6/30）

・会報183号手配り
・親睦旅行（10月）
・親睦ゴルフ（10月）

香 　 川

・会報182/号郵送
（一部手配）
（4/2 ～ 6）

・四国地方本部総会
（5/9）

・香川電友会総会
（5/23）

・年会費郵便振替
（6/20）

・会報183号手配り

徳 　 島

・会報182号手配り
（4/4 ～ 8）

・常任幹事会
（4月下旬）

・四国地方本部総会
（5/9）

・徳島電友会総会
（5/22）

・年会費郵便振替
（6/11）

・会報183号郵送

高 　 知

・会報182号郵送
（4/4 ～ 6）

・四国地方本部総会
（5/9）

・高知電友会総会
（5/16）

・年会費郵便振替
（6/11）

・会報183号郵送

<イベント情報>
■電友会イベント

４　　　月 ５　　　月 ６　　　月 第２四半期

愛 　 媛

・松山お城まつり
（4/1 ～ 4）

・積善山三千本桜
（4/5 ～ 15）

・開山桜まつり
（　　～ 15）

・能島桜観賞
（4/13 ～ 14）

・松山市議会議員選挙
（4/22 ～ 29）

・砥部焼まつり
（4/21 ～ 22）

・川登川祭、筏流し
（4/22）

・五十崎大凧合戦
（5/5）

・今治タオルフェア
（5/12 ～ 5/13）

・南楽園花菖蒲祭
（5月下旬～ 6月上旬）

・大山祗神社御田植祭
（6月18）

・新宮あじさい祭り
（中旬～下旬）

香 　 川

・こんぴら歌舞伎大芝
居（4/7 ～ 4/22）

・高松春のまつり
（5/3 ～ 5/4）

・丸亀お城祭り
（5/3 ～ 5/4）

・観音寺銭形まつり
（7/下旬）

・さかいで大橋まつり
（８/上旬）

・さぬき高松まつり
（8/12 ～ 14）

■地域イベント
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徳 　 島

・鯉のぼり（秘境大歩
危峡を泳ぐ）三好市

（4/1 ～ 5/31）
・高開石積みシバザク

ラまつり（吉野川市）
（4/1 ～ 4/22）

・吉野川カヌーショー
トツアー（つるぎ町）

（4/4、4/6）
・はな、はるフェスタ

２018徳島市）
（4/21 ～ 4/22）

・大谷焼の里スプリン
グフェスタ（鳴門市）

（4/28 ～ 4/29）
・牟岐アワビ祭り（牟

岐）（4/28 ～ 4/29）
・剣山山開き（三好市）

（4/29）

・ マ チ ★ ア ソ ビ
VOi20

（徳島市）（5/4 ～ 6）
・カレッタこどもの日

特別イベント（美波
町）（5/5）

・阿波オープニングガ
ーデン（阿波市）

（5/19 ～ 5/20）
・最後まで残った空海

の道ウォーク（阿波
市・吉 野 川 市・神 山
町）（5/20）

　①切幡寺～藤井寺）
（平野コース）

　②藤井寺～焼山寺
（山間コース）

・美郷ほたるまつり
　（吉野川市）

（5/26 ～ 6/10）
・神山温泉まつり
　（神山町）（5/27）

・第37回ベートーヴ
ェン第九交響曲演奏
会（鳴門市）

（6/2 ～ 6/3）
・久薮あじさい祭
　（つるぎ町）（6/17）

・阿波おどり（徳島市）
　（8/12 ～ 8/15）

・エキサイティング・
サマー・イン・ワジキ
2018（那賀町）

（8/13）

高 　 知

・咸臨丸でゆく龍馬ク
ルーズ

　高知市仁井田・高知
新港

　９時発から、一日５
回（4/21 ～ 23）

・こうち春花まつり
　（高知市）（5/3 ～ 5）
・仁淀川 紙のこいの

ぼり（いの町）
（5/3 ～ 5）

・「藤祭り」土佐一條
家公家行列

　（四万十市）（5/3）
・長宗我部フェス
　（南国市）（5/19）
・長宗我部まつり
　（高知市）（5/20）
・かつお祭り
　（中土佐町）（5/50）

・絵金まつり
　（香南市赤岡町）

（7/21 ～ 22）
・よさこい祭り
　（高知市）

（8/9 ～ 12）
・高知市納涼花火大会
　（高知市）（8/9）

◦志国高知幕末維新博
　NTT中ビル前・高知城歴史博物館など県下全域（3/4 ～ H31年3/31）

◉高知新港 巨大クルーズ客船寄航予定
（変更される場合あり）

4/10 スター・レジェンド	 13:00入	18:00出

4/13 マジェスティック・プリンセス	 12:00入	20:00出

4/19 セリプリティ・ミレニアム	  7:00入	15:00出

4/22 フォーレンダム	 10:00入	18:00出

4/23 スター・レジェンド	 13:00入	18:00出

4/25 スター・レジェンド	  7:00入	12:00出

4/25 ノルウェージャン・ジュエル	 8:00入	17:00出

4/29 ノルウェージャン・ジュエル	13:00入	23:59出

4/30 コスタ・ネオロマンチカ	  9:00入	15:00出

5/7  ダイヤモンド・プリンセス	  8:00入	18:00出

5/13 MSCスプレンディダ	 13:00入	22:00出

5/21 ダイヤモンド・プリンセス	 8:00入	18:00出

5/30 にっぽん丸	 10:00入	18:00出

6/4  ダイヤモンド・プリンセス	 7:00入	17:00出

6/7  クァンタム・オブ・ザ・シーズ	7:00入	16:00出

6/8  コスタ・ネオロマンチカ	 7:00入	16:00出

6/18 コスタ・ネオロマンチカ	 9:00入	15:00出

6/25 マジェスティック・プリンセス	12:00入	22:00出

7/10 マジェスティック・プリンセス	 7:00入	15:00出
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☆
い
の
ち
の
電
話松

本　

剛
一
さ
ん
（
高
松
市
）

　

電
話
を
取
る
と
い
き
な
り
「
今
、
手
首
を
切
り
ま

す
。
死
の
う
と
し
て
い
ま
す
」
と
受
話
器
の
向
こ
う

か
ら
聞
こ
え
て
来
た
ら
皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま

す
か
。

　

２
０
１
７
年
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
２
１
、
１
４

０
人
。

　

８
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
と
は
言
え
２
１
、
０

０
０
人
を
上
回
る
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

四
国
に
置
き
換
え
る
と
徳
島
県
１
２
３
人
香
川
県

１
５
９
人
愛
媛
県
２
９
０
人
高
知
県
１
２
１
人
の
ト

ー
タ
ル
６
９
３
人
。（
月
平
均
５
７
・
７
人
）

　

平
成
29
年
の
全
国
比
率
で
は
３
・
３
％
（
昔
仕
事

上
設
備
投
資
額
が
四
国
は
全
国
の
４
％
だ
と
通
信
局

の
先
輩
が
よ
く
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。）

　

今
年
に
入
る
と
１
月
分
と
し
て
徳
島
県
11
人
、
香

川
県
13
人
、
愛
媛
県
14
人
、
高
知
県
15
人
の
ト
ー
タ

ル
53
人
（
高
知
県
は
昨
年
12
月
１
人
で
し
た
の
で
そ

の
反
動
が
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
。）

　
『
い
の
ち
の
電
話
』
は
自
殺
を
少
し
で
も
減
ら
そ

う
と
全
国
52
ヵ
所
の
拠
点
を
構
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

相
談
を
受
け
て
い
る
一
般
社
団
法
人
「
い
の
ち
の
電

話
連
盟
」
の
総
称
で
す
。

　
『
い
の
ち
の
電
話
』
の
活
動
は
１
９
５
３
年
英
国

の
ロ
ン
ド
ン
で
開
始
さ
れ
た
自
殺
予
防
の
た
め
に
方

策
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
ル
ツ
・
ヘ
ッ
ト
カ
ン

プ
女
史
を
中
心
と
し
て
準
備
さ
れ
、
生
ま
れ
た
の
は

高
度
成
長
の
真
っ
た
だ
中
の
昭
和
46
年
格
差
が
広
が

る
中
社
会
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
る
人
を
救
お
う
と
い
う

呼
び
か
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
に
よ
る
電
話
相

談
が
東
京
で
開
始
さ
れ
た
の
が
最
初
で
す
。

　

四
国
に
は
香
川
、
愛
媛
、
高
知
の
３
ヵ
所
の
拠
点

が
あ
り
、
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
徳
島
県
は
阿
波
踊
り
等
ス
ト
レ
ス
の

発
散
が
上
手
で
自
殺
率
が
全
国
的
に
少
な
い
の
で
こ

の
拠
点
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
の
か
と
個
人
的
に
思
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
に
香
川
か
ら
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
松

本
剛
一
さ
ん
に
活
動
状
況
・
問
題
点
等
に
つ
い
て
語

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
在
職
中
（
主
に
線
路
部
門
）
職
場
仲
間
や

親
類
縁
者
の
人
達
の
中
で
歳
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
た
ち

の
逝
き
方
に
疑
問
を
持
ち
、
世
の
中
に
は
理
不
尽
な

生
き
方
、
特
に
年
若
く
し
て
の
逝
去
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

平
成
17
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
平
成
25
年
に
関
連

会
社
を
退
職
し
て
図
書
館
通
い
を
す
る
中
で
ふ
と

『
い
の
ち
の
電
話
』
相
談
員
受
講
生
募
集
と
い
う
チ

ラ
シ
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
早
く
し
て
逝
き
急
ぐ

人
た
ち
の
考
え
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

早
速
い
の
ち
の
相
談
員
養
成
講
座
33
期
生
に
応
募

し
、
受
講
を
開
始
し
ま
し
た
。
月
に
２
～
３
回
程
度

の
講
義
・
演
習
・
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
同
期
生
と

し
て
は
40
人
の
方
が
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
１
年
程
度
研
修
を
行
い
、
独
り
立
ち
し
た

の
は
２
年
前
ぐ
ら
い
で
す
。

　

最
初
の
頃
は
電
話
を
か
け
て
く
る
相
手
と
真
っ
向

か
ら
向
き
合
い
電
話
を
聞
い
た
後
、
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
っ
て
夕
飯
も
不
味
く
な
り
夜
も
眠
れ
な
い
日
が
続

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

《37期生受講生募集チラシ》
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き
ま
し
た
。

　

電
話
を
か
け
て
く
る
人
は
発
達
障
害
の
あ
る
人
、

精
神
障
害
の
あ
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
の
思
い
を
一
方
的
に
し
ゃ
べ
る
人
、
自
分
の

考
え
を
肯
定
し
て
も
ら
い
た
い
人
、
気
に
入
ら
な
い

と
一
方
的
に
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
人
、
電
話
に
出

る
と
す
ぐ
切
る
人
。
相
談
員
を
困
ら
せ
て
や
ろ
う
と

い
う
人
。

　

心
無
い
人
は
聴
く
の
が
相
談
員
の
義
務
だ
ろ
う
と

か
そ
れ
が
あ
な
た
の
仕
事
で
し
ょ
う
と
か
言
わ
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
自
分
自
身
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
し
研
究
も
し
て
い
る
。

　

相
手
の
電
話
番
号
も
わ
か
ら
な
い
こ
ち
ら
の
担
当

者
の
名
前
も
知
ら
せ
な
い
こ
の
関
係
で
相
談
者
に
分

か
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
言
う
の
は
第
三
者
か
ら
見
て

非
常
に
難
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
松
本
さ
ん
に
聞
く
と
説
得
は

い
ら
な
い
で
す
。
相
談
者
は
答
え
を
み
ん
な
持
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
や
ね
と
言
っ
て
ほ
し
い
だ
け
。

　

説
得
す
る
こ
と
は
い
ら
な
い
。
聴
く
、
共
感
す
る

こ
と
が
大
事
！
毎
回
電
話
に
出
る
た
び
に
白
紙
の
状

態
で
応
対
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

昨
年
の
３
月
30
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
「
お

は
よ
う
日
本
」
で
い
の
ち
の
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い

と
い
う
特
集
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
殺
を
考
え
る
人
た
ち
の
悩
み
を
聞
い
て
き
た
い

と
こ
ろ
が
ピ
ー
ク
時
８
０
０
０
人
弱
い
た
相
談
員
が

６
５
０
０
人
と
２
割
減
少
し
今
鳴
り
続
け
る
電
話
に

応
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

参
加
の
妨
げ
と
な
る
要
因
と
し
て
は
生
活
様
式
が

変
わ
っ
て
き
て
参
加
す
る
時
間
が
無
く
な
っ
た
54
％

十
分
な
情
報
が
な
い
40
％
、
休
暇
が
取
り
に
く
い
31

％
、
参
加
す
る
際
の
経
費
負
担
（
講
習
会
費
用
）
27

％
、手
続
き
が
分
か
り
に
く
い
23
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

松
本
さ
ん
は
、
週
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
の
『
い
の
ち
の
電
話
』
も
24
時
間
受
付
で
や

っ
て
い
る
が
実
際
に
は
全
部
対
応
で
き
て
い
る
訳
で

は
な
く
相
談
員
が
都
合
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に

入
れ
ら
れ
な
く
て
参
加
で
き
な
い
時
間
も
生
じ
、
不

在
の
時
間
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
。

　

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
読
ま
れ
て
我
こ
そ
は
と
相

談
員
受
講
講
座
に
参
加
さ
れ
る
方
が
数
多
く
出
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
と
の
事
で
す
。

　

松
本
さ
ん
が
奥
さ
ん
に
相
談
員
の
仕
事
ぶ
り
を
聞

く
と「
私
に
は
出
来
ま
せ
ん
。
腹
が
立
つ
だ
け
で
す
」

と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

相
談
員
を
や
っ
て
い
て
何
が
一
番
う
れ
し
い
で
す

か
と
尋
ね
た
ら
最
後
に
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ

た
と
き
で
す
。

　

電
話
相
談
だ
け
で
は
な
く
て
、
月
の
後
半
は
ゴ
ル

フ
の
た
め
に
空
け
て
い
る
。
冬
は
寒
い
し
、
夏
は
暑

い
。
け
れ
ど
も
面
白
い
。
長
く
や
っ
て
い
た
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
と
同
じ
ぐ
ら
い
面
白
い
。
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

世
の
た
め
人
の
た
め
に
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
松
本

さ
ん
、
世
の
中
の
い
ろ
ん
な
困
難
な
こ
と
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
た
ら
良
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
自
分
の
た
め
、
人
生
の
勉
強
の
た
め
」
だ

そ
う
で
す
。

（
編
集
担
当　

雉
鳥
）

《ゴルフも楽しむ松本さん》
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☆
日
々
の
体
操
と
趣
味
を
満
喫
健
康
維
持
！

　
（
ゴ
ル
フ
・
登
山
・
将
棋
・
般
若
心
経
の
臨
書
）

喜
多　

泰
治
さ
ん
（
美
馬
市
）

　

今
年
1
月
の
誕
生
日
で
つ
い
に
古
希
を
迎
え
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
若
い
気
分
で
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

体
力
の
衰
え
が
気
に
な
り
始
め
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

「
私
の
健
康
法
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
健
康
の
た

め
に
し
て
い
る
こ
と
と
言
え
ば
、
10
年
以
上
続
い
て

い
る
健
康
食
品
に
ん
に
く
サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
毎
朝
3

錠
）
の
摂
取
と
日
課
の
ラ
ジ
オ
体
操
（
Ｅ
テ
レ
の
ラ

ジ
オ
体
操
を
録
画
し
て
第
１
～
第
２
を
続
け
て
行

う
）
で
し
ょ
う
か
。
お
陰
で
普
段
、
薬
を
飲
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
市
の
健
康
診
断
で
毎
年
、
指
摘
さ
れ
る
の

が
高
尿
酸
値
、
昨
年
の
数
値
は
８
・
３
、
ま
だ
痛
風

に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
プ
リ
ン
体
の
多
い

食
品
を
避
け
る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
を

注
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
趣
味
を
兼
ね
て
心
身
の
衰
え
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
が
、
週
２
回
の
ゴ
ル
フ
と
週
１
～
２

回
の
登
山
、
そ
し
て
将
棋
と
般
若
心
経
の
臨
書
。

　

登
山
に
つ
い
て
は
、
日
本
百
名
山
を
年
１
回
登
る

こ
と
を
目
標
に
県
内
、
主
に
剣
山
系
、
西
部
エ
リ
ア

の
山
々
を
登
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

将
棋
は
若
い
こ
ろ
か
ら
の
趣
味
で
す
が
、
退
職
し

て
よ
う
や
く
将
棋
の
相
手
（
ゴ
ル
フ
仲
間
）
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
中
学
生
で
プ
ロ
に
な
っ
た
藤

井
聡
太
６
段
の
活
躍
に
刺
激
を
受
け
、
改
め
て
対
局

す
る
面
白
さ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
勝
敗
と
は
別
に
ボ
ケ
防
止
に
も
つ
な
が
れ
ば
と

密
か
に
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

般
若
心
経
の
臨
書
は
、
信
仰
心
と
い
う
よ
り
メ
ン

ト
レ
の
位
置
づ
け
で
す
。
昨
年
ま
で
隣
町
の
書
道
教

室
へ
４
年
近
く
通
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
今
年
か

ら
般
若
心
経
の
臨
書
（
お
手
本
を
見
な
が
ら
清
書
す

る
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
１
０
０

枚
を
目
標
、
１
枚
〔
２
７
６
文
字
〕
書
く
の
に
２
時

間
半
、
を
２
日
か
け
て
仕
上
げ
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
と
、
心
を
落
ち
着
け
て
書
に
向

か
う
、
結
果
と
し
て
健
康
に
結
び
つ
く
の
で
あ
れ
ば

幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
体
を
動
か
す
こ
と

に
不
純
な
目
的
が
あ
る
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。
ゴ
ル

フ
と
登
山
、
汗
を
か
い
た
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
も

大
好
き
な
嗜
好
品
、
家
内
か
ら
「
少
し
休
肝
日
を
設

け
て
は
」･･･

こ
れ
が
当
面
の
課
題
で
す
。

☆
平
成
29
年
秋
の
褒
章
で「
緑
綬
褒
章
」受
賞
！

　

朗
読
奉
仕
者
：
社
会
奉
仕
活
動
功
績

岸　

原
子
さ
ん
（
石
井
町
）

　

平
成
29
年
秋
の
褒
章
で
、
岸
原

子
さ
ん
が
（
朗
読
奉
仕
者
：
社
会

奉
仕
活
動
功
績
）
に
よ
り
緑
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
式
等
の
模
様
と
朗
読
の
キ
ッ
カ
ケ
等
を

お
話
頂
き
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
、
昨
年
11
月
14
日
皇
居
に
お
い
て
拝
謁

を
受
け
ら
れ
た
状
況
等
を
ま
ず
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
18
日
、
買
い
物
を
し
て
お
店
を
出
た
所

で
転
倒
し
、
頸
髄
損
傷
を
発
症
（
20
年
間
ご
ま
か
し

て
き
た
損
傷
の
再
発
で
す
）
体
が
全
く
動
か
ず
救
急

車
で
徳
島
大
学
病
院
に
運
ば
れ
即
入
院
で
す
。
入
院

し
て
３
日
目
、
少
し
手
が
動
き
携
帯
電
話
が
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
電
話
が
あ
り
「
秋
の
褒
章
に
推

薦
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
は
リ
ハ
ビ
リ
頑
張
っ
て
歩
い
て
行
け
る
よ

う
に
な
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
９
ヵ
月
後
、受
章
が
確
定
し
ま
し
た
が
、

退
院
し
た
頃
よ
り
も
手
足
の
シ
ビ
レ
が
ひ
ど
く
、
筋

肉
の
動
き
も
悪
く
な
り
歩
い
て
で
は
と
て
も
無
理
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
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と
思
い
、
皇
居
で
は
車
椅
子
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

　

車
椅
子
は
特
別
扱
い
で
す
。
11
月
14
日
㈫
、
午
後

３
時
か
ら
の
拝
謁
を
受
け
る
人
た
ち
は
バ
ス
で
15
～

16
台
、
車
椅
子
の
私
た
ち
は
最
後
で
す
。
そ
の
中
で

も
私
は
一
番
最
後
と
な
り
最
後
尾
に
並
び
ま
し
た
。

　

拝
謁
の
会
場
は
「
春
秋
の
間
」
５
百
畳
は
あ
ろ
う

か
と
思
う
部
屋
に
、
５
人
縦
列
で
30
列
位
並
び
、
そ

れ
が
前
後
で
２
列
で
す
。
車
椅
子
は
そ
の
列
に
コ
の

字
型
に
１
列
に
並
び
ま
し
た
。

　

天
皇
は
そ
の
間
を
謁
見
し
て
回
り
ま
す
。
最
後
の

私
の
前
で
は
立
ち
止
ま
り
、
目
と
目
が
合
い
ニ
コ
ッ

と
笑
わ
れ
た
感
じ
で
す
。
最
後
尾
様
々
で
し
た
。
二

度
と
な
い
出
会
い
、
感
無
量
で
し
た
。

　

病
後
初
め
て
の
旅
行
で
し
た
か
ら
不
安
い
っ
ぱ
い

で
し
た
が
、
皇
居
参
内
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
東

京
へ
行
っ
て
来
ら
れ
た
こ
と
で
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
岸
さ
ん
に
①
朗
読
の
キ
ッ
カ
ケ
②
苦
労
談

③
今
後
の
方
針
④
受
賞
の
感
想
等
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。

①　

朗
読
の
キ
ッ
カ
ケ
は
、
平
成
元
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を

ご
勇
退
さ
れ
て
子
供
の
頃
の
か
ら
大
好
き
だ
っ
た

読
書
で
何
か
お
役
に
な
る
活
動
が
し
た
い
と
、
県

の
音
訳
奉
仕
員
の
養
成
講
座
に
参
加
し
て
以
来
、

30
年
の
長
き
に
亘
り
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
る
と

の
事
で
す
。

②　

苦
労
談
等
も
お
聞
き
し
ま
し
た

◦
固
有
名
詞
等
の
朗
読
の
前
に
難
し
い
言
葉
等
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
辞
書
（
広
辞
苑
、　

国
語
辞
書
、

類
語
辞
書
、
和
英
辞
書
、
日
中
辞
書
、
専
門
辞
書
、

現
代
用
語
辞
典
、
Ｎ
ｅ
ｔ
等
）
で
探
す
事
が
大
変

で
し
た
。（
小
さ
い
文
字
も
含
め
て
）

◦
誤
読
等
の
修
正
は
、
修
正
箇
所
の
前
後
で
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
最
初
は
異
な
っ
た
事
が
あ
り
修
正

の
難
し
さ
と
時
間
ロ
ス
等
を
痛
感
し
ま
し
た
。

◦
い
ろ
い
ろ
な
書
物
等
で
検
索
す
る
事
に
よ
り
、
見

識
が
広
ま
り
一
回
り
自
身
が
大
き
く
な
っ
た
幸
せ

な
気
持
ち
に
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

③　

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、「
私
の
声
を
聴

い
て
く
れ
る
人
が
い
る
限
り
、
語
り
た
い
。
で
き

れ
ば
１
０
０
歳
ま
で
続
け
た
い
」と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

④　

受
賞
の
感
想
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
お
手
伝
い
が
出

来
る
事
を
生
涯
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
き
た
い

の
で
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
朗
読
奉
仕
の
最
初
の
頃
の
媒
体
は
、
オ
ー
プ
ン
デ

ッ
キ
音
響
に
始
ま
り
、カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
変
わ
り
、

現
在
で
は
Ｃ
Ｄ
へ
と
変
遷
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
11
月
２
日
㈭
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
局
の
昼
と

夜
の
ニ
ュ
ー
ス
で
受
賞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
状
況
が

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
新
聞
の
受
賞
記
事
は
右
の

と
お
り
で
す
。

　

本
当
に
長
き
に
亘
り
奉
仕
活
動
ご
苦
労
様
で
す
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
体
調
管
理
等
行
い
な
が
ら
、
５

年
、
10
年
、
20
年
と
更
な
る
頑
張
り
で
喜
ん
で
頂
け

る
奉
仕
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
、
受
賞
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
徳
島
編
集
担
当
：
楠
本
）

《皇居での受賞式にて》

《徳島新聞掲載記事（H29.11.2）》
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◇　

青
木　

ノ
ブ
子　
（
三
木
町　

Ｈ
13
年
退
）

　

子
供
達
が
巣
立
っ
て
数
年
。
加
齢
と
共
に
、
ふ
と

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
に
お
そ
わ
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
救
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
我
庭
の

お
花
達
で
す
。
メ
イ
ン
は
夫
が
栽
培
し
て
い
る
バ
ラ

と
私
が
育
て
て
い
る
あ
じ
さ
い
で
す
。
色
も
香
り
も

花
形
も
新
品
種
が
出
て
き
て
奥
が
深
い
の
で
す
。　

　

在
職
中
は
と
て
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夏

の
梅
仕
事
（
梅
酒
と
梅
干
し
）
晩
秋
の
柿
仕
事
（
干

し
柿
）
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
上　

花
つ
な
が

り
で
「
押
し
花
」
ま
で
手
を
広
げ
て
・
・
・
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
生
き
た
い
・
・
・
そ
だ
ね
ー
。

　

◇　

有
友　

万
里　
（
四
万
十
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

早
期
退
職
し
て
早
く
も
17
年
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
の
た
め
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
、

庭
先
の
畑
で
野
菜
作
り
、
子
供
達
や
近
所
に
配
り
喜

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

二
人
で
一
人
前
に
な
っ
た
日
々
、
元
気
な
う
ち
に

と
旅
行
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
少
し
遠
く
モ

ロ
ッ
コ
へ
行
っ
て
来
ま
す
。

　

◇　

乙
武　

雅
夫　
（
綾
川
町　

Ｈ
15
年
退
）

　

53
歳
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
希

望
退
職
し
15
年
が
経
ち

ま
す
。
家
族
構
成
は
妻

と
息
子
と
娘
の
４
人
の

同
居
暮
ら
し
、
全
員
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
４
月
か
ら
足
腰
の
た
め
地
域
の
卓
球
サ
ー
ク

ル
に
入
り
卓
球
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
仲
間
と
少
し
で
も
世
直
し
と
思
い

政
治
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
西
本
願
寺
の
地
域
寺
院
で
毎
月
１
回
の

研
修
会
に
参
加
し
、
学
習
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
で

研
修
は
終
わ
り
ま
す
が
依
頼
さ
れ
れ
ば
活
動
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

形
上　

哲
也　
（
松
山
市　

Ｈ
20
年
退
）

　

完
全
リ
タ
イ
ア
し
て
２
年
に
な

り
ま
す
。
任
継
健
保
も
期
限
切
れ

を
迎
え
、
も
は
や
賞
味
期
限
切

れ
？
な
ん
て
考
え
る
余
裕
も
な

く
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
開
始
し
ま
し
た
。
在
職

中
か
ら
ず
っ
と
温
め
て
い
た
夢
（
野
望
？
）
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。

　

昨
年
は
生
ま
れ
て
初
め
て
猛
勉
強
し
、
国
家
試
験

を
ク
リ
ア
し
年
末
に
旅

行
業
登
録
を
行
い
ま
し

た
。
名
前
は
『
亀
さ
ん

旅
行
社
』（
詳
細
は
裏

表
紙
の
広
告
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）
で
す
。
お
蔭
様
で
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ

ド
キ
の
連
続
で
、
刺
激
的
な
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。

　

◇　

木
村　

久
雄　
（
四
国
中
央
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

退
職
し
て
か
ら
６
年
、
も
う
す
ぐ
70
歳
に
な
り
ま

す
。
生
活
に
大
き
な
変
化
も
な
く
通
常
７
時
起
床
で

の
ん
び
り
マ
イ
ペ
ー
ス
の
毎
日
日
曜
日
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
と
て
も
寒
い
の
で
趣
味
の
ゴ
ル
フ
や

釣
り
は
休
眠
中
で
春
よ
早
く
来
い
の
思
い
で
す
。　

　

ち
ょ
う
ど
今
は
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
で
連
日
Ｔ

Ｖ
の
前
で
日
本
選
手
の
活
躍
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま

す
。自
分
は
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

選
手
の
頑
張
り
に
何
度
と
な
く
感
動
や
元
気
を
も
ら

っ
て
お
り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
徒
歩
よ
り
若
干

早
い
程
度
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
ま

し
た
。
体
力
維
持
の
た
め
に
も
長
く

続
く
と
い
い
の
で
す
が
。

私
は
今
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◇　

木
村　

道
夫　
（
高
松
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

昨
年
12
月
末
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四
国
を
退
職
し
て
２
ヵ

月
足
ら
ず
、
今
年
の
寒
さ
は
例
年
以
上
で
計
画
し
て

い
た
庭
木
の
手
入
れ
や
、
と
り
あ
え
ず
物
置
に
放
置

し
て
い
る
不
要
な
物
の
整
理
な
ど
、
も
う
少
し
暖
か

く
な
っ
て
か
ら
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

現
状
、
幸
い
に
し
て
大
き
な
病
気
（
持
病
は
あ
り

ま
す
が
）
も
な
く
、
家
事
手
伝
い
を
し
な
が
ら
趣
味

の
囲
碁
と
ゴ
ル
フ
で
頭
と
身
体
の
健
康
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

◇　

小
出　

健
二　
（
観
音
寺
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

退
職
後
１
年
位
ま
で
孫
請
け
で
、
所
内
工
事
の
バ

イ
ト
、
そ
の
後
仕
事
の
切
れ
目
と
共
に
３
回
目
と
な

る
自
治
会
長
（
任
期
２
年
）
自
治
公
民
館
長
（
２
年
）

を
頂
き
、
や
っ
と
こ
れ
を
今
年
１
月
で
終
え
て
、
今

は
宮
総
代
と
お
寺
の
世
話
人
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
自
治
会
（
15
軒
）
は
話
を
す
れ
ば
、
役
が

回
っ
て
来
ま
す
。

　

ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
、
元
気
で
い
る
か
ら
だ
ろ

う
と
半
ば
諦
め
な
が
ら
？
。
中
学
生
に
な
っ
た
孫
に

遊
ん
で
も
ら
え
な
く
な
っ
て
、
地
元
と
Ｏ
Ｂ
会
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

◇　

河
野　
　

豊　
（
内
子
町　

Ｈ
18
年
退
）

　

光
陰
矢
の
ご
と
し
。
退
職

し
て
12
年
経
ち
ま
し
た
。

　

電
電
公
社
員
と
し
て
入
社

し
、
線
路
マ
ン
と
し
て
技
術

畑
を
42
年
間
。
大
過
な
く
勤

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
技

術
者
と
し
て
各
種
資
格
等
の

取
得
で
は
大
変
苦
労
し
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
地
域
の
活
性

化
、
文
化
の
継
承
等
の
た
め

各
種
世
話
役
を
引
き
受
け
、

現
在
も
民
宿
「
い
か
だ
や
」
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

施
設
へ
は
先
輩
・
同
僚
の
方
々
も
多
く
利
用
し
て
頂

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
零
細
農
業
の
傍
ら
、
内
孫
双
子
の
男
児

（
小
三
）
と
サ
ッ
カ
ー
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
等
で
健

康
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

◇　

小
松　

秀
生　
（
安
芸
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

円
満
退
職
か
ら
、
早
８
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
は
現
職
時

代
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
防
災
士
の
資

格
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
免
許
証
の
取
得
・
わ
な

猟
狩
猟
資
格
と
ボ
ケ
防
止
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
安
芸
市
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
安
芸
Ｏ
Ｂ
会
の

皆
さ
ま
の
お
か
げ
を
持
ち
市
役
所
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

仕
事
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
に
も
参
加
し
地
域

貢
献
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
考
え
ま
す
と
、
あ

り
が
た
き
我
が
人
生
で
あ
り
ま
す
。

　

◇　

近
藤　
　

強　
（
高
知
市　

Ｈ
15
年
退
）

　

お
蔭
さ
ま
で
高
知
市
議
会
議
員
と

し
て
、
６
期
24
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
昨
年
前
期
高
齢
者
の

仲
間
入
り
を
し
た
事
も
あ
っ
て
引
退
を
と
も
考
え
ま

し
た
が
、
後
継
者
問
題
も
あ
り
来
春
の
統
一
地
方
選

に
７
期
目
の
出
馬
を
決
意
し
た
処
で
す
。

　

今
治
市
出
身
の
私
が
、
高
知
で
24
年
間
も
議
員
活

動
が
続
け
ら
れ
る
の
も
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
山
本

立
夫
元
松
山
市
議
（
南
国
市
出
身
）
と
、
立
場
が
逆

だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
ね
と
笑
い
合
っ
た
事
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

◇　

仙
頭　

隆
二　
（
い
の
町　

Ｓ
23
年
退
）

　

電
友
会
の
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
を
60
才
で
退
職
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し
、
エ
ク
シ
オ
モ
バ
イ
ル
高
知
技
術
セ
ン
タ
で
早
７

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ド
コ
モ
基
地
局
の

折
衝
・
コ
ン
サ
ル
を
担
当
し
て
ま
す
。

　

体
力
維
持
の
為
、
休
み
の
日
は
40
分
位
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
て
お
り
ま
す
。
尺
八
を
吹
い
て
い
ま
す
が
、

夜
吹
く
と
苦
情
が
く
る
の
で
防
音
部
屋
を
購
入
し
ま

し
た
が
、
ク
ー
ラ
ー
を
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
夏
は
サ

ウ
ナ
状
態
で
す
。

　

昨
年
か
ら
歯
医
者
通
い
で
す
。
歯
の
治
療
は
、
期

間
が
長
く
費
用
も
掛
か
り
ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

◇　

竹
田　

米
一　
（
松
山
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

現
在
健
康
で
趣
味
の
水
石
や
船
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。水
石
は「
八

石
之
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
山

川
海
で
、
自
然
の
石
を
探
し
、
台
座
を
作
成
し
て
、

年
３
回
の
展
示
会
に
出
展
し
て
楽
し
み
、船
釣
り
は
、

最
近
友
達
か
ら
誘
わ
れ
て
再
度
始
め
ま
し
た
。
以
前

は
陸
か
ら
の
釣
り
が
多
か
っ
た
為
、
船
釣
り
用
の
釣

竿
や
リ
ー
ル
等
を
買
い
揃
え
、
色
々
な
魚
に
ア
タ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
。

　

妻
か
ら
は
、「
趣
味
が
多
す
ぎ
る
」
と
一
言
。

　

◇　

立
花　

武
博　
（
宇
和
島
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

平
成
13
年
に
退
職
し
て
か

ら
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
再
開

し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
10
数
年
の
間
に
世
界
の

３
０
０
を
超
え
る
地
域
と
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
で
交
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
以

外
の
空
い
た
時
間
は
地
元
の
公
民
館
長
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
ま
た
農
業
用
施
設
の
保
全
作
業
の
事

務
局
と
し
て
お
手
伝
い
し
た
り
と
忙
し
い
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

田
所　

秀
二　
（
南
国
市　

Ｈ
22
年
退
）

　

退
職
し
て
８
年
目
と
な
り
、
当
た

り
前
で
す
が
何
だ
か
年
を
取
っ
て
き

た
な
と
思
う
日
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
人
の
名
前
を
忘
れ
る
、
さ
っ
き
思
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
さ
な
い
、
何
回
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、

な
ど
な
ど
多
い
で
す
ね
。
本
当
に
い
や
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
認
知
が
来
た
か
な
と
思
い
、
知
り
合
い

の
医
者
に
話
を
聞
く
と
「
歳
相
応
」
と
簡
単
に
言
わ

れ
安
心
す
る
や
、
が
っ
か
り
す
る
や
ら
で
今
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

　

最
近
友
達
が
大
ケ
ガ
を
し
て
力
仕
事
が
で
き
な
い

関
係
で
、
４
月
早
々
に
始
ま
る
そ
の
友
達
の
田
ん
ぼ

の
準
備
で
大
わ
ら
わ
で
す
。
あ
ま
り
体
力
も
な
い
私

で
す
が
、
体
の
許
す
範
囲
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

豊
永　

佳
代　
（
高
知
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

筆
不
精
な
の
で
、
折
紙
で
近
況
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

◇　

中
塚　

清
三　
（
松
山
市　

Ｈ
16
年
退
）

　

早
期
退
職
し
て
早
15
年
の
年
月
が
流
れ
、
今
年
70

歳
に
な
り
ま
す
。
諸
先
輩
の
方
々
か
ら
見
れ
ば
ま
だ

ま
だ
ヒ
ヨ
コ
の
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
は

日
々
是
好
日
の
心
境
で
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ
観
戦
中
に
大

好
き
な
俳
優
（
大
杉
漣
）
が
急
性
心
不
全
で
亡
く
な

っ
た
と
の
訃
報
が
流
れ
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

明
日
何
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
年
代
に
な

り
ま
し
た
か
ら
、健
康
と
ボ
ケ
防
止
の
た
め
日
課（
散
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歩
、
読
書
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）
を
継

続
し
て
頑
張
り
、
一
日
を
大
事
に
生
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

　

◇　

西
野　

清　
（
徳
島
市　

Ｈ
Ｓ
22
年
退
）

　

退
職
し
て
早
８
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
私
の
退
職
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
役

員
や
総
代
の
話
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
勤
め
て
い
た
た
め
近
所
の
人
に
迷
惑
を
掛

け
て
い
た
の
で
全
部
引
き
受
け
た
ら
６
件
に
な
り
、

こ
れ
以
上
受
け
た
ら
や
ば
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
年
が
経
つ
に
つ
れ
現
在
は
２
件
に
減
っ
て
一
安

心
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
農
業
を
し
て
い
ま
す
。
米
・

ホ
ウ
レ
ン
草
・
家
庭
菜
園
、
家
庭
菜
園
の
ス
イ
カ
と

枝
豆
は
親
戚
や
友
人
合
計
10
軒
程
が
待
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

◇　

納
田　

咲
子　
（
藍
住
町　

Ｈ
16
年
退
）

　

春
の
陽
光
に
、
ほ
っ
こ
り
と
、
ゆ
る
ー
く
生
き
る

夢
は
夢
。
我
が
家
に
は
老
犬
と
保
護
猫
４
匹
が
加
わ

り
毎
日
家
事
と
ペ
ッ
ト
の
世
話
で
大
わ
ら
わ
で
す

が
、
何
処
か
身
も
心
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
の

為
、
週
３
回
カ
ー
ブ
ス
に
通
い
、
週
１
回
は
施
設
の

母
の
所
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
野
菜
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
季

折
々
に
野
菜
、果
物
を
頂
き
、

質
素
で
は
あ
り
ま
す
が
不
自

由
な
く
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

人
間
欲
を
言
え
ば
き
り
が
な

い
。
何
も
特
別
な
事
も
な
い

け
れ
ど
、
家
族
と
の
平
穏
な

生
活
が
一
番
し
あ
わ
せ
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

日
々
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

◇　

野
本　

峰
夫　
（
松
山
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

60
歳
で
「
狭
心
症
」、
65
歳
で
「
ガ
ン
宣
告
」
と

二
度
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
と
飲

酒
に
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
、「
健
康
の
あ
り
が
た
さ
」
を
再
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

肥
満
解
消
の
た
め
に
、
現
役
の
こ
ろ
通
い
始
め
た

夜
間
の
水
泳
教
室
は
６
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
剪

定
班
）
に
入
班
し
ま
し

た
が
、
庭
木
の
剪
定
を

自
前
で
で
き
る
よ
う
に

ス
キ
ル
の
向
上
と
運
動

を
す
る
こ
と
が
目
的

で
、
ボ
ケ
防
止
に
も
役

立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

◇　

畑
山　

進　
（
丸
亀
市　

Ｈ
17
年
退
）

　

体
調
「
年
相
応
に
良

好
」、体
力
「
急
降
下
中
」、

気
力
「
な
し
」、
あ
る
が

ま
ま
に
、
な
る
が
ま
ま
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
朝
夕

は
愛
犬
「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
」

の
散
歩
の
お
供
。

　

ま
た
、
丸
亀
市
の
60
歳

以
上
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
「
い
そ
じ
ク
ラ
ブ
」
の
お
世
話
役
と
し
て
、
週

２
回
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
の
練
習
日
に
合
わ
せ
て
、
遊

ん
で
貰
っ
て
い
ま
す
。
年
６
回
程
は
親
善
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

　

ま
た
、極
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
の
「
老
人
会
」「
子

供
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」「
高
齢
者
交
通
安
全
指

導
員
」
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

◇　

藤
原　

重
信　
（
徳
島
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

現
役
当
時
は
好
き
な
海
釣
り
も
休
日
を
中
心
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
退
職
後
は
サ
ン
デ
ー
毎
日
の

日
々
、
退
職
当
初
は
平
日
に
釣
り
に
行
く
こ
と
の
罪

前列右端が野本さん
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悪
感
と
あ
わ
せ
好

き
な
時
に
釣
り
に

行
け
る
醍
醐
味
を

感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
飽
き

て
き
た
頃
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
受
託
し
た
業
務
を
半
年
間
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
は
そ
れ
も
終
わ
り
、
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
し
た
海
釣

り
を
友
人
と
共
に
行
っ
た
り
、
猫
の
額
ほ
ど
の
畑
で

農
作
業
を
す
る
な
ど
穏
や
か
な
生
活
を
送
ら
せ
頂
い

て
い
ま
す
。

　

◇　

堀
田　

多
恵
子　
（
阿
南
市　

Ｈ
15
年
退
）

　

68
歳
を
目
前
に
し
て
新
車
に
乗
り
換
え
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
車
、
私
に
は
ち
ょ
っ
と
厄
介
で
す
。
ま

ず
鍵
穴
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
す
る
の
ぅ
？
あ
あ
そ

う
だ
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
ボ
タ
ン
を
押
す
の
だ
。　

　

サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
に
手
を
や
る
と
〝
な
い
〟、
左

手
が
宙
に
浮
い
て
い
ま
す
。
信
号
で
止
ま
る
と
エ
ン

ジ
ン
が
切
れ
ま
す
？
ド
キ
ド
キ
・
ド
キ
。
バ
ッ
ク
を

し
よ
う
と
す
る
と
モ
ニ
タ
ー
が
出
て
…
。「
あ
あ
ー

や
や
こ
し
い
！
」。
し
ば
ら
く
ボ
ケ
て
い
る
暇
も
な

さ
そ
う
な
。
何
は
と
も
あ
れ
高
齢
を
意
識
し
、「
安

全
第
一
」
に
と
ス
ロ
ー
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

間
﨑　

正
廣　
（
砥
部
町　

Ｈ
16
年
退
）

　

年
金
暮
ら
し
に
な
っ
て
丸
２
年
、
昨
年
は
古
希
を

迎
え
た
。
現
役
と
変
わ
っ
た
事
と
い
え
ば
冬
に
は
寂

し
く
な
っ
た
頭
に
い
つ
も
毛
糸
の
帽
子
、
週
に
２
日

程
息
子
の
窯
場
の
片
付
け
、
身
内
の
見
舞
い
な
ど
で

帰
省
の
機
会
も
多
く
な
っ
た
こ
の
頃
。

　

今
年
は
地
域
の
役
員
も
外
れ
、
近
く
の
旅
行
な
ど

楽
し
も
う
と
思
う
。
こ
の
冬
、
野
菜
は
不
作
だ
が
、

失
敗
続
き
の
柿
の
接
ぎ
木
は
成
功
し
、
実
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

　

修
理
し
た
３
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
見
て
ほ

く
そ
笑
ん
で
も
い

る
。何
は
と
も
あ
れ
、

46
回
目
の
結
婚
記
念

日
を
共
に
元
気
に
迎
え
ら
れ
た
事
に
感
謝
。

　

◇　

松
原　

逸
子　
（
美
馬
市　

Ｈ
17
年
退
）

　

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち

と
の
出
会
い
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

中
学
時
代
か
ら
の
友
人
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
か

ら
も
続
く
仲
間
。
10
数
年
続
く
近
所
の
主
婦
仲
間
と

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
毎
土
曜
日
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
の
仲
間
。
共
に
子
供
た
ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
す
る
先
輩
方
。
伝
統
工
芸
和
傘
マ
イ
ス
タ
ー
の
仲

間
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
に
気

の
合
う
仲
間
を
得
て
、
も

う
す
ぐ
古
希
に
手
が
届
く

今
、
覚
え
る
よ
り
忘
れ
る

方
が
早
く
て
青
息
吐
息
で

す
が
、
家
族
や
友
人
仲
間

た
ち
に
支
え
ら
れ
て
続
け

て
い
け
る
事
を
あ
り
が
た

く
思
う
毎
日
で
す
。

　

◇　

道
久　

隆
雄　
（
琴
平
町　

Ｈ
26
年
退
）

　

仕
事
を
リ
タ
イ
ヤ
し
て
か
ら
の

私
の
最
大
の
目
標
の
一
つ
が
呆
け

防
止
で
す
。
妻
と
の
買
物
も
そ
の

ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
買
っ
た
物
の
金
額
を
合
計
し

て
い
く
の
で
す
が
今
の
所
間
違
わ
な
い
で
出
来
て
い

る
よ
う
で
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
妻
か
ら
お
母
さ
ん

は
介
護
度
判
定
の
時
「
計
算
は
き
ち
ん
と
出
来
る
の

に
す
ぐ
前
の
出
来
事
は
思
い
出
せ
な
い
の
よ
」
と
言

わ
れ
た
事
が
あ
る
。

　

最
近
私
も
計
算
は
き
ち
ん
と
出
来
て
い
る
の
だ

が
、
前
の
出
来
事
が
思
い
出
せ
な
い
事
が
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
…
ヤ
バ
イ
！

江原中学校於

H29.10月 マゴチ67cm
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恋
心
く
す
ぐ
る
水
面
藤
淡
し

ト
ン
ト
ン
と
背
よ
り
呼
ば
れ
春
の
風

上
枝
文
敬

　
瀬
戸
大
橋
の
列
車
止
め
た
る
春
疾は

や
て風

県あ
が
た
な名

は
香
る
川
な
り
風
光
る

川
端
　
　
豊

　
振
り
向
き
つ
振
り
向
き
つ
行
く
山
桜

沢
庵
の
噛
む
音
軽
し
春
の
風

清
水
　
茂
昭

　
ま
だ
歩
く
生
き
る
幸
せ
か
み
し
め
る

長
短
を
混
ぜ
て
命
が
咲
い
て
い
る

奈
良
　
正
雄

　
短
冊
に
花
ひ
と
ひ
ら
の
野
立
傘

仏ぶ
っ
し
ょ
う
え

生
会
戦
な
き
世
の
数
珠
の
音

横
山
注
太
郎

　
う
す
紅
の
雑
木
の
目
覚
め
木
の
芽
風

潮
風
に
靡
き
楽
し
む
水
仙
花

脇
谷
　
笑
子

　

◇　

邑
田　

正
次　
（
高
知
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

Ｈ
23
年
定
年
退
職
後

は
契
約
社
員
と
し
て
勤

務
し
自
分
の
時
間
が
増

え
、
完
全
退
職
と
な
っ

た
今
は
町
内
会
長
を
引

き
受
け
た
が
基
本
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

50
才
か
ら
始
め
た
貸
農
園
で
の
野
菜
作
り
は
今
も

続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
１
年
間
は
天
候
不
良
と
世

話
不
良
で
作
物
不
良
。
も
う
す
ぐ
菜
花
、
ふ
き
の
と

う
も
。

　

月
１
～
２
度
の
ゴ
ル
フ
も
長
く
続
け
た
い
思
い
で

自
転
車
、
散
歩
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
、
毎
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
と
若
い
頃
か
ら
や
っ
て
い
る
海
釣
り
は

回
数
が
ぐ
っ
と
減
り
ま
し
た
が
、
安
全
な
釣
場
で
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

森　
　

一
修　
（
松
前
町　

Ｈ
22
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
後
、
通
建
会
社
の
再
就
職
も
昨
年

７
月
に
満
期
を
迎
え
、
年
金
生
活
に
突
入
で
す
。

在
職
中
か
ら
農
作
業
に
興
味
を
持
ち
、
松
山
（
来
住

町
）
に
農
地
を
借
り
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
を
開

設
し
、
日
々
雑
草
と
格
闘
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
苗
木
を
増
や
し
て
、
や
っ
と
農
園
内
に

幼
木
が
そ
ろ
い
、
今
年
は
少
し
収
穫
も
見
込
め
そ
う

で
す
。

　

園
内
の
端
で
ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
等
の
野
菜
も
育
て
ま
す
。
女

房
か
ら
は
、
道
楽
が
過
ぎ
る
と
言

わ
れ
な
が
ら
、幸
せ
な
老
後
で
す
。

　

◇　

渡
部　

加
代　
（
松
山
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

昨
年
12
月
の
末
に
98
才
の
母
が
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
こ
10
年
間
で
義
父
を
93
才
で
、
義
母
を
91
才
で

看
取
り
、最
後
に
母
の
介
護
で
看
取
り
終
え
ま
し
た
。

母
は
、
長
い
人
生
を
感

謝
の
言
葉
で
「
あ
り
が

と
う
」
と
残
し
て
逝
き

ま
し
た
。私
に
と
っ
て
、

三
人
の
親
の
老
い
と
死

は
か
け
が
え
の
な
い
最
後
の
教
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
よ
う
な
生
き
方

を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

◇　

渡
部　

均　
（
松
山
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

昨
年
、
約
10
年
間
勤
め
た
四
国
通
信
産
業
㈱
を
退

職
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
野
菜
作
り
、
孫
の
世
話
・
読
書
等
あ
り

余
る
時
間
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

俳 

句

香
川
支
部

－29－

　第１８２号 平成３０年４月　四　国　電　友　会



☆
瑞
宝
双
光
章
　
青
野
　
貞
友 

様（
西
条
市
）

☆
瑞
宝
双
光
章
　
岡
林
　
圭
一 

様（
高
知
市
）

☆
瑞
宝
双
光
章
　
徳
岡
　
圭
三 

様（
高
知
市
）

　

栄
え
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
　
瑞
宝
単
光
章
　
高
橋　

次
男 

様
（
高
知
市
）

Ｈ
29
・
11
・
26
逝
去

☆
　
瑞
宝
単
光
章
　
井
上　

政
夫 

様
（
松
山
市
）

Ｈ
29
・
12
・
１
逝
去

☆
　
瑞
宝
双
光
章
　
高
本　

隆
之 

様
（
松
山
市
）

Ｈ
30
・
１
・
４
逝
去

　

表
紙
の
椿
の
花
と
一
緒
に
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
長
寿
番
付
は
大
正
15
年
以
前
に
お
生
ま
れ

の
方
で
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
ご
長
寿
の
方
が
多
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
番
付
表
に
十
両
を
加
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）

土
居　

喜
嘉　

様　

29　

4　

2　

95　

松
山
市

鈴
木　

和
夫　

様　

29　

11　

28　

83　

松
山
市

大
澤　
　

伍　

様　

29　

12　

1　

85　

西
条
市

仲
神　

徳
彦　

様　

29　

12　

23　

79　

伊
予
市

山
口　

常
夫　

様　

29　

12　

28　

85　

松
山
市

西
脇　

武
志　

様　

29　

12　

30　

80　

宇
和
島
市

谷
本　
　

博　

様　

30　

1　

4　

82　

大
洲
市

妻
鳥　
　

博　

様　

30　

1　

11　

68　

四
国
中
央
市

白
石　

春
三　

様　

30　

1　

22　

86　

松
山
市

酒
井　

光
男　

様　

30　

1　

24　

89　

松
山
市

土
岐　

次
夫　

様　

30　

2　

2　

88　

今
治
市

真
部　

喜
吉　

様　

30　

2　

8　

86　

今
治
市

武
智　

弘
忠　

様　

30　

2　

13　

96　

伊
予
市

山
本　

立
夫　

様　

30　

2　

14　

77　

松
山
市

長
井
三
代
子　

様　

30　

3　

2　

72　

松
山
市

森　
　

紀
展　

様　

30　

3　

2　

75　

松
山
市

　
（
香
川
県
）

桜
木　

武
芳　

様　

29　

6　

17　

83　

高
松
市

土
居　

幹
雄　

様　

29　

11　

14　

87　

高
松
市

赤
木　
　

茂　

様　

29　

12　

22　

93　

高
松
市

小
野　

雅
良　

様　

29　

12　

31　

89　

三
豊
市

熊
田　

雅
臣　

様　

30　

1　

6　

76　

丸
亀
市

宮
西
準
一
良　

様　

30　

1　

15　

86　

丸
亀
市

松
本　
　

毅　

様　

30　

1　

27　

84　

高
松
市

村
尾　

守
康　

様　

30　

1　

31　

82　

高
松
市

阿
河　

俊
一　

様　

30　

2　

13　

83　

高
松
市

小
野　
　

逸　

様　

30　

2　

19　

80　

高
松
市

　
（
徳
島
県
）

山
田　

郁
美　

様　

30　

1　

2　

81　

徳
島
市

　
（
高
知
県
）

林　
　

鶴
幸　

様　

30　

1　

9　

87　

香
南
市

竹
内　

富
弘　

様　

30　

2　

17　

70　

高
知
市

西
内　

和
子　

様　

30　

2　

21　

88　

高
知
市

前
田　

二
郎　

様　

30　

3　

2　

89　

高
知
市

新
し
い
朝
が
き
た

　

春
を
告
げ
る
椿
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
花
の
名

は
「
玉
の
浦
」
庭
の
片
隅
に
鮮
や
か
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　

今
日
も
元
気
で
頑
張
ろ
う
と
生
涯
学
習
の
ひ
と
つ

と
し
て
絵
手
紙
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

あ
な
た
も
絵
手
紙
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

高
齢
者
叙
勲

表
紙
の
言
葉

物
故
者
叙
勲

編
集
後
記

敬　

弔

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
百
八
二
号

　

発　
　

行　

平
成
三
十
年
四
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

木
田　

誠
剛

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

株
式
会
社　

ド
ル
ッ
ク
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